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実践事例集vol.17紹介
この「実践事例集」は、子どもたちが、人、自然、もの、出来事に自ら意欲的に関わる体験により「科学する心」

が育まれ、健やかに成長・発達することを願って作成いたしました。
みなさんは、本プログラムの主題「科学する心を育てる」をどのように考えられていますか？「なぜ」「どうし

て？」「面白い」などと、子どもたちが、環境に主体的に関わり、感性、創造性を発揮していく姿には、大人も思
わず惹きこまれます。本実践事例集には、子どもの実態や園の現状や課題に応じて、「科学する心」を育むため
に、保育の創意工夫を図っている園の実践を掲載しています。子どもたちの小さなつぶやきに心を寄せ、黙々
と遊ぶ姿や友達と協同して遊ぶ姿に寄り添い、環境の工夫を図っています。また、子どものしていることには
必ず意味があると、子どもたちの姿を日々見つめ記録し、その見取りから「科学する心」の育ちを把握すること
を積み重ねています。本実践事例集を、みなさんが研究・研修に生かされ、保育の質の向上につながる一助と
なることを願って、以下のような構成といたしました。

実践事例集vol.17の構成

１章 「科学する心」に注目
「科学する心」の７つの視点から写真を紹介しています。みなさんが、子どもたちの姿から「科学する心」
をみつけ、どのように育むかを考える時の手がかりになると思います。

２章 「子どもの姿」に注目～視点をもって～
子どもの内面や発達についての理解を深めることは、子どもの実態に即した保育を充実させていくこ
とにつながっていきます。子どもの姿に注視し、内面の理解をするために、各園が独自に明確な「科学
する心」につながる視点をもって、子どもの姿を記録し、保育を振り返って主題に関する子どもの理解
を深めています。記録や読み取りを工夫した各園の実践から、「科学する心」の細やかな育ちのプロセ
スやどのような体験が「科学する心」の育ちにつながるのかを読み取ることができます。

３章 「環境の工夫」に注目～子どもの姿に寄り添って～
「科学する心を育てる」園では、環境の工夫をしています。子どもの姿を「科学する心」の視点で注目し、
日々の保育の振り返りを踏まえた見直しを行うことで、具体的な環境の構成・再構成や保育者の援助
の方向性が明確になっていきます。そして、明日の保育の計画に反映されるとともに、より子どもの視
点に立った環境の工夫がされていきます。こうした、子どもの姿を基にした見直しを繰り返していく
ことを通じた環境の工夫により、子どもたちの「科学する心」は育まれ、保育の質の向上につながってい
きます。継続的に保育内容の充実を図り、保育の質を向上させていくためには、子どもの姿や育ち、保
育者の関わりや環境構成などについて、日々の記録を基に振り返ることが重要になります。

2章・3章における実践事例について

ページの構成：各園の実践を見開きで紹介しています。

⑴  	 	実践の概要をまとめています。

⑵  	 	「科学する心を育てる」ために大切な、 
保育のヒントにつながるコメントです。

⑶ 事 例	 	各園の実践論文から、2～ 4場面を抜粋
し要約して掲載しています。

⑷ 考 察	 	各園の実践論文から、事例の考察（主題に
つながる観点による）を掲載しています。

＊	各章の太字や下線や網掛けで表記した文章は、「科学する心」につながる子どもの姿として着目いただきた
い箇所です。	 ※各園の論文は、ソニー教育財団のHPにて公開しています。

(1) (2)

(3)

(4)



2

１章　「科学する心」に注目

みなさんは、子どもたちの「科学する心」をどのような姿から感じることができますか？

日々の保育の中で、子どもたちの姿を見ていると、子どもたちの瑞
みずみず

々しい感性や大人には思いも
つかない発想に驚くことがあるのではないでしょうか。子どもたちの光った言葉に出合った時、対
象に興味を深めていく姿に寄り添った時、創造力の芽生えを感じ共有する時などに、子どもたちの
「科学する心」を感じ取ることができると思います。
そこで1章では、「科学する心」につながる体験をしている子どもたちの一瞬を捉えた写真に注目

しました。

みなさんの園にも、このような姿がたくさんあるのではないでしょうか…。

ソニー幼児教育支援プログラム（以下本プログラム）では、子どもたちの「科学する心」を育むこと
は、乳幼児期の大切な成長に結びつくと考え、主題として「科学する心を育てる」～豊かな感性や
創造性の芽生えを育む～を掲げています。

本プログラムでは、子どもたち一人一人の中に育まれている「科学する心」を捉えるために、以下の
７つの項目で示しています。

○ 	すごい！ふしぎ！と身の回りの出来事に驚き、感動し、想像する心	

○ 	自然に親しみ、自然の不思議さや美しさに驚き、感動する心

○ 	動植物に親しみ、様々な命の大切さに気付き、命と共生し、人や自然を大切にする心

○ 	暮らしの中で人、もの、出来事と意欲的にかかわり、ものを大切にする心、感謝する心
や思いやりの心

○ 	遊び、学び、共に生きる喜びを味わう心

○ 	好奇心や考える心、その心の動きから生まれる創造性や分かった時の喜びを味わう心

○ 	自分の思いや考えを表現し、考え・つくり出していく楽しさの体験や、やり遂げる心

全国から本プログラムに応募された実践には、それぞれの園で見出された「科学する心」が示されて
います。
みなさんも、本章を手がかりに、子どもたちの姿から「科学する心」を見つけ、考えてみませんか？



3

すごい！ ふしぎ！ と身の回りの出来事に驚き、 
感動し、想像する心

面白そうだな。触ってみよう！～不思議、これ何だろう？～
目に見えたものすべてが不思議！触りたい！

「レインボーかき氷を作りたい！」～どうしたらイメージする色になるかな～

お祭りに行って食べたかき氷を遊びで実現したい！

届くかな？

ぶら下がっているスズランテープを 
不思議そうに見ている次の瞬間！

透明の筒を何だろうと
触りボールを入れてみる

第２長尾保育園：0歳児（関連事例P.20）

安城市立二本木保育園：4・5歳児（関連事例P.30）

「なに色を合わせたらなに
色になるか、みんなに折り
紙を貼って知らせよう！」

もうちょっと

すごい‼

「わ！黄緑になった」
「私は赤と黄色！
すごい！本当に
オレンジになった」
「面白いね」

～不思議、発見、これ何だろう～、身の回りのすべてに好奇心いっぱいの子どもたち。
様々なものに興味、関心をもち、想像し関わる。そのような時、子どもたちの心は動き出す。
色が混ざり変な色になった、という現象の理由を考える。色の組み合わせを発見し、「できた！
キレイ！すごい！」と感動する。「どうしたらイメージする色になるかな？」と探究する子ど
もたちの心に「科学する心」が芽生えていきます。

「なんでここ、茶
色なんだろう？
でも、コーラと
チョコレートみ
たい！」



4

自然に親しみ、自然の不思議さや美しさに驚き、感動する心

畑にお引越しさせてあげようよ～ポットに植えた謎の種。どんなお家になるのかな～

影ってどうしてできるのかな？～どこにできるか、どうしてできるか、調べたい！～

光が差す場所に絵本を置くと、偶然にも色が反射することを発見、「色が映ったよ！なんで？」
「自分の手の形と影が、地面に映るって面白い」
影がどこにできるのか、どうしてできるのか？調べたい！

福島大学附属幼稚園：4・5歳児（関連事例P.14）

めずらこども園：5歳児（関連事例P.34）

想像の世界に入り込む子ども。ありのままに物事を受け止める子ども。そのような姿から
「もっと知りたい！」が生まれていく。
影という不思議を、友達と様々な場所で試し発見する。
不思議、驚き、感動する心が、試してみよう、面白い、もっと知りたいという探究心につながり
ます。

ポットに植えた「謎の種」が発芽した。
絵本“そらいろのたね”を読んだ子どもたち。
「このままだと大きくなって狭いんじゃね？」
「爆発するかもな。バーンって」
「畑にお引越しさせてあげようよ」と心配する。

どんなお家に
なるのかなぁ

「あれ？
バナナが
ある！」

「ソラマメのへその緒なんだ！サヤの中にバナナが
ないと、ソラマメはできないんだね」へその緒は大き
くなるために大事な物で、自分たちにもあるんだね

みどりぐみ、
みんなで入れ
る？

できた！
カタツムリ
みたい！

白い紙は電気が集まり
やすいけん。紙に光を
当ててみようよ！



5

動植物に親しみ、様々な命の大切さに気付き、命と共生し、 
人や自然を大切にする心

「やった！ 生まれた！ 本当にチョウチョだったよ」
ミカンの葉に付いていた小さな幼虫をクラスに持ち帰る。
「このままじゃお腹すいちゃう」とミカンの葉を切り落とし、容器に入れる。

「昨日よりゆるいウンチみたい」
「アオムシも、アイス食べ過ぎ
ちゃったんじゃない？」

本当に死んだのかな？
「お医者さんに診てもらう？」「死ん
でますかー？って聞いてみる？」
「多分、寝てるだけだと思うよ
さっき脚、ピクってしたもん」

蜘蛛の糸でつながってる
クモ、いたの？

 
「青と
オレンジだ…」

そっと触って、
ハァッと息を吹きか
け、「やっぱり死んで
るんだ…」などとつ
ぶやく子ども
少し離れたところか
ら、不安そうにじっ
と見つめる子ども…

千葉大学教育学部附属幼稚園：5歳児（関連事例P.16）

一人一人の子どもが生き物と出合う、出合い方は、様々…、関心を寄せる姿、
成長への期待を膨らませる姿、
飼育を楽しみ生き物への愛着を感じて、より細やかに観察をする姿、
些細な変化にも気づく姿…、
そしてやがて、一人一人が思いや思考をめぐらせて、じっくり死と向き合う姿…
などから「科学する心」は育まれていきます。
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暮らしの中で人、もの、出来事と意欲的にかかわり、
ものを大切にする心、感謝する心や思いやりの心

「本当に生まれ変わるんだ！ やってみたい！」 
～“リサイクルゴミ箱”が生まれ変わるまで～

「水に浸けた牛乳パッ
クからフィルムを剥が
し、ミキサーにかけて
ドロドロになる？」
「やってみよう！」

「このカゴだとやり
やすい！」
「水はもっと絞った
方がいいかな」
「ネットに乗せたま
ま乾かそう！」

やって
みよう！

「本当に書けるかどうか、試してみよう！」
「書けた！お母さんに手紙を書こう」
「年長さんにも見せたいな」

あおい幼稚園：4歳児（関連事例P.32）

「やってみたい！」子どもたちの主体的な行動から、ものを大切にする心、感謝する心は
生まれる。そこには、保護者の「どんな紙ができるか楽しみにしています」という期待も
加わる。
物を大切にする気持ちが形となり、満足する。それを支える環境と保育者の援助。
それぞれが関わり合い「科学する心」が育まれていきます。

リサイクル教室に参加して、保育室にあったリサイクルごみ箱に興味・好奇心が生まれる。
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遊び、学び、共に生きる喜びを味わう心

「年長さんみたいな（丸くてきれいな）泥団子を作りたい」 
～憧れが学びの入り口につながる～

何度も泥団子を作り挑戦する子どもたち。「前より上手になってきた！」と実感する。「きれいな泥団
子を作りたい！」という思いが、やり遂げる心を生み出す。

「ブランコも作ろうよ」～友達と一緒につまづきを乗り越えて取り組む～

園庭の遊具の建て替えを見ていた子どもたち。
木工房職人に憧れ、様々な形や大きさの木片を使い、木工遊びを始める。

「ウワー、緑より
青い布の方が光る
よ。まじでピカピ
カ。最高！」

南陽市立赤湯幼稚園：4・5歳児（関連事例P.28）

奈良市立都跡こども園：5歳児（関連事例P.18）

壊れた…また失敗…から「どうしてだろう？」「こうしてみよう！」と考える。
友達と考えや気づいたことを話し合い、試行錯誤する姿、意欲をもち友達と一緒に協働して
根気強く取り組む姿。子どもたちの心は「科学する心」でいっぱいになります。

丸い団子
になって
きた！

「やった！できた！」
「めっちゃ嬉しいね」

んー
なんか違う

ユラユラが、いいなー

「真ん中でくくったら、ユラ
ユラしないね」「端っこにし
たら落ちちゃうね」
土台を立たせるには？崩れ
ない方法は？バランスを取
るには？ブランコを揺らす
には？と試行錯誤する
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好奇心や考える心、その心の動きから生まれる
創造性や分かった時の喜びを味わう心

自分の船を滑らせたい～試しと友達の刺激の中で～

水を入れるが、滑らない。「水の量？船底のテープの種類？プロペラ？」と、予測する。前重心と丁度
良い重さになった時、「滑った！」顔がパッと明るくなる。

何度も繰り返しシャボン玉を吹くと発見がいっぱい
芝の上で大きなシャボン玉を作って踏んでみる。たくさんのシャボン玉が重なり合う。
他にもシャボン玉が壊れない場所があるかな？探してみよう！

滑った！

「玉いくよ！
転がった！」

中京もえぎ幼稚園：5歳児（関連事例P.12）

めずらこども園：1歳児（関連事例P.34）

滑る速さを全身で
感じて遊ぶ

“ねがい”につながる様々な遊び

船を滑らせたい“ねがい”をもって

重なり合い
面白さを共
感する

できた！
壊れない

子どもたちが遊びの中で見つけた面白さや違和感、疑問などから「こうしたい」というねがいをも
ち遊びを進める。予想・予測をもとに、友達と共に目的を共有し、考えたり工夫したりする。
好奇心から思いもかけない出来事に出合う。
早く吹くと小さいシャボン玉。ゆっくり吹くと大きいシャボン玉。「ここはできる！ここはできな
い！」発見するって嬉しい。1歳児の心に「科学する心」が芽生えます。
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自分の思いや考えを表現し、考え・つくり出していく
楽しさの体験や、やり遂げる心

「カブトムシってほんまにウンチするんやな」
カブトムシを育てた。「カブトムシってほんまにウンチするんやな」「あっ！カブトムシになってる！」
いろいろな思いが溢れる。

「本物のロケットはどんな力で飛ぶの？」～水をたくさん入れた方が遠くまで飛ぶよ！～

様々な素材でロケットを作って楽しんだ経験、何度も作っては失敗を繰り返した経験から、
ペットボトルロケットを飛ばすには、水の力が必要なことを発見する。

姫路市立中寺幼稚園：5歳児（関連事例P.22）

つばさ保育園：5歳児（関連事例P.26）

関心を寄せて生き物と関わり、思いを表現する姿、考えたり工夫したりする姿、
失敗を乗り越え、何度も挑戦する姿。楽しい体験が、やり遂げたいという心を育む。
「知りたい！」が増えると…「どうして？」「なぜ？」も、生まれる。
楽しさの体験、やり遂げた心や感動は、子どもたちの世界をさらに広げ「科学する心」を揺さぶります。

「この黒いの何？
もしかしてタマゴ？」

粘土でカブトムシを作って
遊んでいたAさん

興味をもって
関わり、
よく観察したことで

足は6本、目や角の
細かい部分を表現する

土台が不安定になり、うまく
飛ばない…
段ボールに土台を付けてみる
と安定し、さらに上に飛んだ

やった！
これなら
バッチリ！

３，２，１
スタート！
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２章　「子どもの姿」に注目～視点をもって～
本章では、視点をもって子どもの姿を見たり、記録を取ったりしている園の実践をご紹介いたします。
子どもたちの育ちを捉えるには、「科学する心」の視点をもって見取ることが大切です。本章実践の各

園では、子どもの姿を見取るための視点を明確にもち、記録の記述の工夫をし、読み取りを深めています。
この視点をもつことと、記録の工夫は、園内の保育者間の共有にもつながっています。記録はでき得る
限り子どもたちのありのままの姿を記述することが望まれます。ありのままの遊びの姿に注目し、視点
をもって観ることで、「〇〇遊びをしている」「〇〇（興味の対象）と関わっている」などと、漠然と見てい
た時には分からなかった子どもの内面を深く読み取ることが期待できます。「科学する心」につながる体
験を読み取るためには、子どものつぶやきに注目することはもちろん、夢中になって遊ぶほど、言葉も
なく黙々と取り組んでいる姿をも注視することが必要です。また、一見同じ遊びを繰り返しているよう
に見える姿、同じ対象への興味をもち続けている姿も、保育者の鋭い観察力と子どもに寄り添う思いに
より、その変容の過程を細やかに捉えることができます。

｢自分で考え、試そうとする子どもを育てる｣を目指し、動植物に関わる子ど
もの姿に視点を当て記録を取る中で、子どもが発見したり考えたりする姿に注
目した。そして、５歳児が、動植物との関わりで生じた疑問や問題を乗り越え
るために、思考をフルに働かせ、試行錯誤する行動力をもつには、３歳児、４
歳児に芽生える「科学する心」が影響すると考え、各年齢の成長過程や発達の特
徴を明らかにした。本事例では、ザリガニに関わる子どもたちの年齢による違
いに焦点を当てた。自分の経験から同化しイメージの世界で遊ぶ4歳児と、興
味を深めていく過程で生じた疑問や問題を納得するまで友達と考え合う5歳児
の姿から「科学する心」の育ちを捉える。
	 （P.14:福島大学附属幼稚園）

「科学する心を育てる」ためには、一人一人の感じていることを大切にしなが
ら温かいまなざしで見守りつつ、子どもが予測したり、試したりなど、したい
ことにとことんつき合うことが大切なのではないかと考える。一人一人の「科
学する心」を見つめると、子どもたちが主体的・対話的で深い学びを通して経
験する、その遊びや生活そのものの価値が見えてくる。保育者はそれらを省察
し、次の遊び・生活へとつなげてく役割がある。そこで、一人の子どもの心の
育ちに視点を当てながら、子どもたちの声や思いに寄り添い共感したり、時に
他者に橋渡しをしたりすることで周りと共鳴しながら増幅していく「科学する
心」にも注目していきたい。
	 （P.16:千葉大学教育学部附属幼稚園）

発見や考えに視点を当てて：実践2「あれで試してみればいい」

一人の子どもの育ちに視点を当てて：実践３「寝てるだけだと思うよ」

子どもたちは、遊びの中で見つけた面白さや違和感、疑問などから「こうし
たい」という“ねがい”をもって遊びを進め、「科学する心」を育んでいることに
気づいた。“ねがい”とは、不思議さを感じたり、思いもかけない出来事に出合っ
たり、思い込みの殻を破る感動体験をしたりする中で面白さを感じて、自分が
納得いくまで遊びをやり遂げたいという意欲的な気持ちである。子どもたち
は、様々な事象に出会い心を動かすことで、実現したいという“ねがい”をもち、
予想・予測して試行錯誤するのではないかと考えた。身近な素材や材料を使っ
て作った船を滑らせる、動かそうと試す姿に注目した。
	 （P.12:京都市立中京もえぎ幼稚園）

ねがいに視点を当てて～予想・予測～：実践１「自分の船を滑らせたい」
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子どもは、興味をもったもの・人・ことに出合い、“して
みたい”“したい”と心が動き、楽しさ、不思議や疑問を感じて
“もっとしたい”、次に“こうしたい”と、自分なりの目標をも
つ。さらに思いが膨らみ“してみせる”へと、目標を達成した
い強い思いをもつ。5歳児は、今までの経験をいかし、さら
に“こうしたい”と友達と試行錯誤しながら目標に向かって進
め、その中で、成功やつまずきを繰り返し、“してみせる”と強
い思いになっていくのではないかと考えた。この過程を明ら
かにし、「科学する心」が育まれていくために必要な環境の構
成・再構成につなげる。
	 （P.18:奈良市立都跡こども園）

子どもたちの中に育ちつつある「気づき」や「疑問」の力を
発展させ、それが「経験」や「体験」として身についていくには、
子どもの中に今何が育っているのかを把握し、それに適した
保育者の援助や環境構成が必要であると考えた。そして子ど
もたちに「どうなるんだろう」「ためしてみたい」という気持
ちを育むことで情報が体感に変わるのではと思った。手立て
として子どものエピソード記録を収集し、保育者間で共有し
分析することで様々な視点から子どもの育ちや思いを読み解
き、“教師力”の向上を目指した。分析の方法として「科学す
る心」が育つときに芽生える子どもの心の動きを整理し、どう
いった援助や環境構成を保育者が行ったかを可視化していっ
た。
	 （P.22:姫路市立中寺幼稚園）

今年度本園は、「科学する心」を育む保育とは、「不思議・発
見・探究心」であると考えた。０歳児クラスから５歳児クラ
スまで保育者が子どもたちと一緒になって楽しみ、夢中に
なって遊ぶ中に「不思議・発見・探究心」は含まれているのか
検証する。方法として、事例を書くにあたって、「不思議・発見・
探究心」が、読み取りやすいように、子どもたちが「どういう
ことを不思議に思ったのか」「どんなことを発見したのか」「ど
のように探究しているのか」「どのように探究していたのか」
をできる限り文章で書くようにした。
	 （P.20:第2長尾保育園）

したいと心が動くプロセスに視点を当てて：実践４「急流すべりを成功させたい！」

子どもの育ちや思いを読み解く：実践６「あこがれのかなへびさん」

不思議・発見・探究心に視点を当てて：実践５「どんなものがころがるのかな？」
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2章　「子どもの姿」に注目～視点をもって～

実践１　「自分の船を滑らせたい」
 船スライダーで、自分の作った船を滑らせたいとの“ねがい”をもった子どもたちが、船が滑らない原因を

探ろうと、友達と試行錯誤したり、考え合ったりして、法則性・規則性を見つけ出した実践です。
 子どもの“ねがい”から始まる心の動きと行動を図式化して分析し、仮説や予測や検証の姿を捉え、友

達と考えたり工夫したりする姿から「科学する心」が育まれていく過程を明らかにしています。保育者は、正解
を急がず、気づきを受け止め、子ども自ら納得するまで、とことん寄り添っています。ねがいが、実現できるよ
うな素材や材料、試行できる場などの環境の工夫が、体験を支えています。

京都市立中京もえぎ幼稚園 ５歳児
アンダーライン…P.13で、分析しているDさんとFさんの言動
網掛け…ねがいや予想・予測や試し・試行錯誤

船スライダーを置いたプール

・	船スライダー専用プールで、Cさん、Dさん、Eさん、Fさん、Gさんが作った船を浮
かばせて遊んでいた。ＤさんとEさんは、それぞれ自分の船を船スライダーで滑ら
せようとしていた。しかし、少し濡れた船スライダーに船底が張り付いて、全く滑
り落ちなかった。その様子を見てDさんとEさんは「僕の全然進まないよ」と言いな
がら、何度も船を船スライダーの上に乗せた。

・	Eさんは「これがあかんのかな」と自分の船の船底の発泡スチロールトレー（白色）
を指さしながら呟く。保育者が「それがあかんの？」と尋ねると、隣にいたDさんが
「違うよ！水がついてくっ付くからだめなんだよ」と話した。保育者が「なんでくっ
付くの？」と聞くと、Dさんは「水だから」と答えた。そして、容器に水を入れ水鉄砲
のように水を船に押し当てて滑らせようとした。しかし、水圧が弱く船はゆっくり
と進むだけで2人の思うようには滑らなかった。

・	Fさんも底の接面が少ないトレー（茶色）に、細長い発泡スチロール（白色）の尾を
付けた船を滑らせようとしていた。Fさんの船は、船スライダーのスタートライン
に置くと滑っていくが、前方のトレーが水面に届くと、尾の部分が張り付いて止
まってしまっていた。その様子を見たFさんは、保育者に「ねえねえ！見て、あそ
こから進まない！」と伝えてきた。保育者は「あそこから進まへんのやなあ、何でや
ろう」と一緒に考えていた。

・	他にも張り付いている船底が白い船を見てFさんが閃いたように「あっ！そうだ！
白い物はくっ付くんだ！ねえねえ！白い物はくっ付くんだよ！」と大きな声で伝
えてきた。その声に隣にいたCさんやDさん、Eさんは注目して見ていた。

・	保育者は正しいかどうかに関わらずFさんの発想に面白さを感じ、それを大切に受
け止めたいという思いから、思わず「白いものはくっ付くの？ほんまや！（これも）
白！（これも）白！（これも）白！全部くっ付いてるな」と張り付いている船を一つ
一つ確認していった。するとCさんは船底が卵パック（透明）でできたよく滑る自分
の船を指さしながら「これは違う」と伝えてきた。

E児の船

F児の船

D児の船

・	Ｄさんは、船を扇ぐために用意していたガムテープを張り付けた団扇（水色）を持ってきて、「じゃあこれは？
これは動くかな？」と言った。Eさんに「動くわけないやん」という反応を受けながらも、Dさんはそっと船ス
ライダーに団扇を置いたが、団扇は動かなかった。そしてDさんは団扇を元に戻すと、再び自分の船をスラ
イダーの上を滑らせようとした。

・	Dさんは、「僕のはちょっとは滑るけど、ちょっとは滑るけどすぐに止まるねん」と呟いた。そして、船スライ
ダーを振動させてみるなどの試しをしてみたが、自分の思うように滑らず何かを考えている様子であった。
そして、ちょうど横でGさんがペットボトルの船を勢いよく滑らせている様子をふと見ると、ぽつりと「ペッ
トボトルでやろうかな」とつぶやいた。

・	Gさんは、材料置場から空のペットボトルを持ってきた。そのまま滑らせてみるとペットボトルはコロコロ
と転がり落ちた。そこからDさんはペットボトルの中に水を入れて滑らせると、「滑った！やっぱり水があ
ると滑る！」と大きな声で喜んだ。また、ペットボトルは水で濡れているのにも関わらず、滑っていく様子を
見て、Dさんは「じゃあさ、（船底の）水が問題ではないみたいだよ」と言った。そこから何度もペットボトル
を滑らせて遊んでから、Dさんは「ペットボトルみたいな物の方が滑りやすい」と話した。
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［考察］ ・Ｄ児はＦ児の「白いものはくっ付く」という発見を受けて水色の団扇がどうなるかを検証した。団
扇が動かない様子を見て、その結果を伝える姿はなかったものの、滑らない物の法則に色が関係している
わけではないという結論を得ていたのではないかと考えられる。

・	Ｄ児は周囲の友達の試しや言葉を吸収しながら、「これはどうだろうか？」と次々に試していく姿が見られ
た。また、図からわかるように、失敗や友達の刺激をきっかけに“ねがい”をもったり予測したりする姿が
見られた。自分自身の試しだけでなく、友達の試しや言葉も自分の気づきとなり、「じゃあこれはどうだろ
うか？」と新たな試しや思考の出発点につながっていくと考えられる。

・	Ｄ児やＦ児が発見した法則性は、Ｄ児やＦ児なりに考えを巡らせ導き出したものであった。子どもなりの
自由な発想により考えを深めていく姿は、「科学する心」につながると考える。正誤を問わず、子どもが経
験した中で得た気づきを保育者が受け止め、子どもなりに考えを深めていく姿を大切にしたい。

 
＜好奇心と探究心をもって「科学する心」を育んでいる５歳児＞
5歳児は、ある程度の予想や予測を立てて遊び始めている。その中で、予想と結果を受け止めた上で、自分なり
に振り返って次の目的をもったり、友達からの新しい考えや刺激を受けて遊びを進めたりしていく。友達と共
に目的を共有して遊びを進めたり、考えたことや気づいたことを伝え合ったりすることで、より考えたり工夫
したりする姿へとつながり、繰り返し遊ぶ中で、子どもたちなりに遊びの法則性や規則性を発見し、発見した
ことを積み重ねたり応用し、友達と達成時に共に喜び合ったり、次の目的を見つけ出したりを繰り返し、好奇
心や探究心を育んでいく。（2018年度本園論文より）

事例から、遊びの中で子ど
もたちが“ねがい”をもち、
予想・予測する姿を考察す
る。さらに、事例を“ねがい”・
予想・予測に焦点を当てて、
子どもの心の動きや行動、
保育者の援助、環境構成な
どを図式化し、その過程を
分析する。視覚化すること
により、“ねがい”を軸とし
た考察が深まったり、他の
事例の図と比較することに
よって共通点や相違点、特
徴や育ちの経過を探ったり
できると考えた。

“ねがい”：不思議さを感じ
たり、思いもかけない出来
事に出会ったり、思い込み
の殻を破る感動体験をした
りする中でおもしろさを感
じて、自分が納得いくまで
遊びをやり遂げたいという
意欲的な気持ち。

予想と予測：この先どうな
るかを子どもが考える際
に、先のことを想像してい
ると捉えた場合を「予想」
これまでの経験を踏まえて
「予想」よりも見通している
姿と捉えた場合は「予測」
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2章　「子どもの姿」に注目～視点をもって～

実践2　「あれで試してみればいい」
 興味の対象のザリガニと、自分の経験から同化しイメージの世界で遊ぶ４歳児の姿と、興味を深めていく

過程で生じた疑問や問題を納得するまで友達と考え合い、多様な学びをしている５歳児の姿を捉えた実践です。
 保育者の鋭い観察力により、子どもが興味をもつきっかけや疑問や問題に直面する場面を見逃さず、

実態に添って必要な物的環境や人的環境を工夫し、子ども自ら考えたり、試そうとしたりする姿を支えています。
４歳児と５歳児の対象との関わり方の違いからも、「科学する心」の育ちを顕著に読み取ることができます。

福島大学附属幼稚園 ４～５歳児
場面１：ザリガニ眠いのかな？　７月 子どもの発見や考え  保育者の意図的関わり

・	ザリガニ釣りの遠足へ行って釣ってきたザリガニを、保育室で飼育し
ている。遠足の時には、なかなか釣ることができず、飽きてうろうろ
していることが多かった４歳児だったが、幼稚園に戻ってきてからは、
水を張ったタライに入っているザリガニに興味をもち、釣り竿に餌を
付けて釣ろうとしている。

・	餌のスルメを釣り竿に付けたAさんが「何だろこれ、全然食べない」と
言うと、Bさんが「顔（煮干しの頭）にしたら？」と言う。Cさんが「顔？
ああ、きぐみさん（５歳児）顔で釣ってたもんね」と言うのを聞いて、A
さんは、スルメを頭付きの煮干しに付け替え、釣り糸を垂らしてみた。
そのうち、Aさんが、「全然食べなーい。もう、やーめた！」と釣りをやめ、
3人は別の場へ行ってしまった。

・	Dさんも釣竿を垂らしてみるが、ザリガニは一向に釣れない。Dさんは
長い間、ザリガニをじっと見つめている。Eさんがそばに来るとDさんは「あのねえ、この人（ザリガニ）はお
腹いっぱいみたい」と知らせた。しばらくして「…眠いのかな」とつぶやき、釣り竿を垂らしたままテラスの
人工芝に刺して立てた。そして、タライの横にDさんも寝転んだ。

・	それを見ていた他の子どもも、ままごと用の布団を持って来て、タライの横に敷き、寝転んだ。「私たちザリ
ガニのお母さんとお姉さんね」「D君はザリガニのお父さんね」と、ザリガニごっこが始まった。

場面２：あれで試してみればいい　６月
・	昨年から５歳児は、ザリガニ釣りに向けて、餌を考えたり、釣り竿を自
分たちで作ったりして準備している。今年の５歳児は、昨年の経験か
ら「ガム」「パン」「花」「するめ」「煮干し」「りんご」「梅干し」などをすぐに
思いついた。

・	Fさんの「花では釣れないと思う」という言葉がきっかけになり、子ど
もたちの話し合いが行われた。するとGさんが「あれで（飼育している
１匹のザリガニ）試してみればいいんじゃない？」と言い出し、翌日餌
を全部入れて試すことになった。ガムが水に溶け出した様子を見て「ガ
ムは水が汚れるからダメだな」「パンやお菓子は柔らかくなるからザリ
ガニは掴めない」と自分たちで結論を出していった。その結果、子ども
が考えた物は「ザリガニは水の中にいるから海の物が好きなのでは?」
ということになった。

・	翌日、海の物（エビ、貝、シシャモ、スルメ、ワカメ、サーモン）を数種類
準備し、もう一度試すことにしたが、前日にたくさんの餌をもらったザ
リガニは食べようとしない。「何でだろう？嫌いなのかな？」「お腹が
いっぱいなのかもしれない」とそれぞれに自分の考えを言葉に出した。

・	Hさんは「昨日、食べた煮干しを入れても食べなかったら、お腹がいっぱいっていうこと、もし食べたらこれ
は嫌いっていうことなんじゃない?」と言い、煮干しを入れた。ザリガニが食べないことを確認すると「やっ
ぱりお腹がいっぱいなんだ」という結論になった。そこで数日の絶食期間の後もう一度試すことにした。H
さんの提案で、「好きな物ばかり食べるから、食べた物は出していこう」ということになり、ワカメ以外の物
は食べることが分かった。しかし当日は、「やっぱりワカメで試したい」というIさんの思いからワカメも持っ
て行った。
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また、餌を書いたボードを持参し、釣れた餌にシールを貼って調べることにした。

・	ザリガニ釣りの朝、実験に使われたザリガニは水槽の中で死んでいた。前日に煮干しをい
れたままにしたことで水は濁っていた。その様子を見て、Fさんは「餌をいれたままにした
から、水が汚くなって死んだんだ…」と言いながら、しまったという表情をした。ザリガニ
釣りの終わりには、保育者が落とした餌を拾い集めていると、Fさんが「そうだった！水が
汚れるとダメなんだよ」と言って保育者と一緒に水際に落ちている餌を拾っていった。

場面3：消しゴムに匂いを付けたら釣れるかな　６月下旬
・	ザリガニ釣りの翌日から、子どもたちは保育室のタライの中で釣りをし
たり、手でザリガニを持って観察を始めたりした。「髭は３本あるんだ」
「足にも小さいハサミがある」など、今まで飼育していたザリガニでは目
を向けなかった所にも気づき始めた。

・	ザリガニが身近になるにつれて、知りたいことがたくさん出てきて、子
どもは図鑑を見て調べようとする。雌雄の違いも図鑑から学んだ。４
歳児が保育者と「どっちが男の子？」と話しているのを聞いて、図鑑を
見せて「これ！ここが違う！」と、自分のお腹を指さして見せていた。

・	ザリガニ釣りの時に園長が、たくあんで釣っていたことを思い出して再現していた４歳児を見て、Jさんは、
「えっ？たくあんで釣れるの?」と驚いた表情だった。Jさんは「海の物でなくても釣れる?」とつぶやきながら、
自分もたくあんで試していた。その後、「ザリガニは何で釣れたか？」をクラスで話し合う機会をもった。「海
の物で釣れるけど、ワカメではあまり釣れない」「動かない（生き物ではない）から？」「でも、ワカメでも少し
は釣れてるし…」と自分の考えを出し合った。Jさんが「たくあんでも釣れたよ。動かないけど食べるんだよ」
と言うと、Kさんは「匂いだと思うな」とつぶやいた。

・	その後保育者が、「消しゴムとカマボコ、どっちで釣れるか？」の実験が載っている絵本を読み聞かせると、
子どもはすぐに、「やっぱり、カマボコだよね！」「美味しいからね！」と言っていた。LさんやJさんが「やって
みたい！やってみないと分からない！」と言い出したので、翌日、実際に試してみた。

・	「カマボコは柔らかいから、掴みやすいんだよ」とMさんが言った。保育者が、「堅さなのかな？どうして堅いっ
て分かるのかな？」と問いかけると、Jさんは消しゴムとカマボコを見比べて「見ただけじゃ分からないよね
…」と言った。カマボコを使いきった時に、Jさんが「煮干しで消しゴムに匂いをつけたら釣れるかな？」と言
い出し、消しゴムに煮干しをこすりつけ始めた。そして、ザリガニの前に糸を垂らすとすぐに食いついた。J
さんは「やっぱり匂いなんだ…」と嬉しそうにつぶやいた。その日の降園時にJさんがみんなに報告すると、「魚
の匂い」「いい匂い?」「たくあんでも釣れたからしょっぱい匂いだよね！」という結論が出た。

・	その後もザリガニの絵を描いたり、世話をしたりする日々が続き夏休み前には、釣ってきた沼に放すことに
した。３人の子どもは飼育するためにザリガニを持ち帰った。ボウフラが蚊になることを知ったMさんは、
水槽にボウフラが湧いた時に「あっ、ボウフラ、蚊になるから！」とすぐに水を取り替えていたことを保護者
から聞いた。

・	夏休みが終わって、残しておいた「つがいのザリガニ」の世話をしながら、「今、お腹のモジャモジャ動かして
いるから、卵生まれるかも！」と熱心に観察するMさん。Nさんは「僕、ザリガニの赤ちゃん産まれたらへその
緒見たいんだよねー」と卵が生まれるのを楽しみにしていた。

［考察］ 場面１:園に帰ってから、５歳児が煮干しの頭でザリガニを釣っていた姿から、自分たちでも再現し
ようとする。慣れた場であることも手伝って、少しだけ持続するものの、やはり、興味は違う遊びへ移って
いく。ザリガニが釣れないということに対して、考えたり工夫したりする姿には至らないが、ザリガニを擬
人化して考え、ごっこ遊びの仲間のように捉えたり、自分もザリガニになったつもりで話したり動いたりな
ど、イメージの世界で４歳児の遊びが展開されている。
場面2・３:ザリガニの餌について経験をもとに話し合っていた中、「試す」という方法をG児が提案した。ま
たH児は、ザリガニが餌を食べなくなった時、「好きか」「嫌いか」という二分法だけでなく、「お腹がいっぱい
で食べられないのかもしれない」という別の視点を付け加えた。そして、それをやはり「試す」という方法で
確かめることを提案した。J児も、匂いに鍵がありそうだと考え、消しゴムに匂いをつける方法で試すことを
考え出している。当面の疑問に対して、自分の過去の経験をもとにしながら、疑問を解決する方法を考え出
せることも５歳児としての育ちの結果だと思った。
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2章　「子どもの姿」に注目～視点をもって～

実践3　「寝てるだけだと思うよ」
 一人の子どもの蝶への興味が、友達や学級のみんなに広がり、観察を楽しみ興味を深め、やがて命と向き

合う体験をします。子どもたちが、友達や保育者と考え合いながら、蝶の死をゆっくり受け入れていきます。
 保育者は、A児の育ちを見守り、とことん一人一人の感じ方や考え方に寄り添い共感し、答えや結果

を急がない関わりを積み重ねています。また、観察しやすい飼育ケースを提示したり、学級の話し合いや生き物
との関わりでの学びの過程を可視化したりなど、子どもの理解を踏まえた環境の工夫をして、「科学する心」の育
ちを支えています。

千葉大学教育学部附属幼稚園 ５歳児
Ａさんは、学級の中で発言力があり、遊びをリードすることが多い活発な子どもである。気の合う友達と誘い
合い、リレーや鬼ごっこなどの体を動かす遊びをしたり、虫を捕まえたりすることを楽しんでいた。しかし、
捕まえた虫を籠に入れたまま死なせてしまったり、「もういらない」と逃がしてしまったりする姿が担任は気に
なっていた。虫を捕まえることが楽しいと感じているＡさんに、「虫を捕まえる楽しさ」以外に、「虫の命」「命の
循環」「飼育する面白さ」といった要素をどこまで経験することが必要なのか、悩んでいた。

場面１：幼虫との出合いから羽化まで…５月上旬～下旬
・	5月上旬、ミカンの葉に幼虫が付いていることに気づいたＡさん。Ａさんはどのよう
にして飼う状態を作るか、Ｂさんと話していた。「このままじゃお腹空いちゃう」と
幼虫がいたミカンの枝を切り落として空き容器に入れ観察する。

・	その後毎日、子どもたちは登園すると幼虫を観察するようになっていった。特にＡ
さんは、この幼虫との出合いから虫探しに夢中になった。

・	Ｃさんも、毎日観察している子どもの一人。翌週のこと、「ねぇ先生、ここにおしっ
こしてるよ！ 今まではころころウンチだけだったのに…」と、気づく。
担任が、「本当だ、おしっこみたいだね」と言うと、
Ⅽさんは、「うん、なんか緩いウンチとおしっこ一緒に出た感じだよね。僕もそうい
う時ある」と言う。
担任は、「（笑い）アハハ…そういう時あるよねぇ」などと、気づきを受け止め、共感し
た。Ｃさんは、その後も幼虫が水分を出す様子に注視して観察していた。

・	5月中旬、蛹になったことを子どもたちが、気づき、じっと見つめていた。そして、
１週間後、さらに蛹が黒味を帯びてきたことにＡさんが気づき、「黒くなってる！ も
うすぐだ」「すごいねぇ、黒くなっているね」などと言う。

・	5月下旬の朝、とうとう蝶が生まれた。Ａさんは駆け寄ると、「やった、生まれた！
本当にチョウチョだった！」と笑顔で担任に伝える。「お花、取ってくる！」「僕も行
く！」とＢさんと共に、園庭へと向かう。

場面２：「まだ生きてるよ」6月
・	羽化した蝶を、今後どうしていきたいか話し合っていた頃。
子どもたちが登園すると、蝶が死んでいる。ずっと大切にしてきたＡさんは、一瞬
ハッとなるも、そっと手を伸ばして触ってみる。じっと見ながら蝶の様子を観察する。
「ちょっと弱くなっちゃっているね」と、担任が呟くと、周りにいたDさんがハッとし
て近づいてきて、「えっ、どれどれ？！」と言う。

Cさん、「あー本当だ…死んでる。お墓に入れた方がいいよ」などと、聞きつけた子ども
たちが、どんどん集まってくる。Ａさんは、何も言わず、そっと足を触る。

担任：「うーん、どうしようかな…」
Ａさん：「多分さ、それ寝てるだけだと思うよ！そういう虫いるし！じゃ、お外に行っ
てきまーす！」そういうと園庭へ飛び出していく。

・	保育者は、降園活動時、「チョウチョのことなんだけど‥」と、話し合う時間を作る
Ｂさん：「死んじゃった！」、Eさん：「えっ、嘘、知らなかった…」
Ａさん：「まだ生きてるよ！だって動いたもん」、担任：「そうか、どうなんだろうね」
Ａさん：「だってさっき脚触った時、ピクッてしたもん」、Ｂさん：「え、そうなの？」
Ａさん：「うん、したよ！まだ生きてるよ！寝てるだけだと思う」
担任：「そっか、Ａ君はまだ生きているんじゃないかって思うんだね」
Aさんは黙って頷く。Bさん：「えー、死んでると思うんだけど…」

保育者の援助と環境構成

・	 自分なりにそのモノと
じっくり関わることの
できる時間や場の保障。

・	発見したことの受け止
め、より見やすくする
ための用具の提示。

・	子どもの発見や考えに
共感する。

・	子どもの想像する時間
を保障し、答えに導こ
うとしない。

・	子どもの感情の揺れに
つき合う。

・	 答えに導こうとしない。

・	一番愛着をもって関
わってきたA児の思い
を受け止める。

・	子どもたち一人一人か
らでてきた意見を整理
していく。
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［考察］ ・Ａ児という一人の子どもの虫への興味から始まった飼育であったが、その子どもの蝶との向き合い
方を大切にしたことで、友達、学級へと興味・関心が伝播し、皆の共通の話題となっていった。

・	子どもたちの発言や考えを、一旦は担任が受け止めていくようにしたことで、自分なりに考えたことや感
じたことを自由に発言できる雰囲気となり、子どもたちの豊かな発想につながっていった。

・	蝶が身近な存在となり、Ａ児にとってじっくりと関わることのできる環境であったことも、大切なポイン
トと考える。また、保育者のみならず、保護者や園長などを巻き込み、蝶という題材において子どもを中心
におきながらも、関わるヒトが多面的に広がっていったのも良かった。

・	保育者が、子どもとその環境（モノ・コト）とが対峙し、自分なりに分ろう、受け止めようとしている姿を認
めていくことで、子どもたちはいろいろな思考を巡らせ、自分事として言葉で表したり、主体的に行動した
りすることができたのではないだろうか。

・	蝶を擬人化したようなアイデア・イメージと、現実的な知識とが行き来する瞬間が何度もあった。それぞ
れの感性や創造性、試行錯誤の道のりは違うので、できうる限り、一人一人が自分なりに感じたり考えたり
したことを表現しやすい雰囲気を作り、受け止めていくことが大切である。また、学級でホワイトボード
や写真などの視覚教材を使ったり、話し合う場を設けたりしたりして、それぞれの気づきを共有したり振
り返ったりする機会となるようにしたことも、子どもたちの次の行動や思いへとつながり、それぞれの深
い学びへとなっていった。

Eさん：「あのさ、死んでるかどうか、聞いてみたらいいんじゃない？もう一匹チョウ
チョ捕まえてきてさ、『死んでますかー？』って聞いてもらうの」

担任：「…？あ、このチョウチョはもう話せないから、話してもらうってこと？」
Eさん：「うん、そう。チョウチョ語で」
他の子ども：「あぁー！」「それいいね」などと賛同する子どもが数名いる。
・	Fさんが、「あのさ、僕、前に亀を飼ってたんだけど、その子が死んじゃってね、その
時にはお医者さんに連れて行って、『はい、この子は死んでますよ』って確認しても
らったの。だからお医者さんに連れて行ってこの子が本当に死んでいるかどうか診
てもらったらいいんじゃない」と言うと、「あぁーなるほど」などと数名が賛同する。

・	10数名は「えっ、それってできるの？」「虫のお医者さんってある？」などと、新しい
意見を聞いて疑問が湧き発言している。

・	担任は子どもたちから出る意見を受け入れ、ホワイトボードに書き写していく。「お
墓に入れたら神様が生き返らせてくれるんだよ」「え、でもお墓に入れたら、アリと
かカマキリとかに食べられちゃうよ」「でも、死んでるって分かれば食べないでしょ」
「じゃぁ偽物のチョウチョを作って飾っておけば、カマキリもこの子を食べないん
じゃない？」などの声があがる。

・	それぞれ、家で考えてくることになった。翌日の集まりの際に、話し合う。子どもた
ちから「虫の病院は無いって言ってた！」「動物病院にとりあえず行くのがいいんじゃ
ない？」「西千葉には無いって！」などと家庭で話してきた子どもが口々に言う。Ａさ
んが、「園長先生に教えてもらう！」と、意見を出したところ皆が賛成した。

・	降園時の集まりでは、実物投影機でチョウチョの亡骸を大きく映す。皆じっと見つ
める。「青とオレンジがあったんだね」「やっぱり死んでる」「（風で揺らぐと）あ、今少
し動いた！ まだ生きてるんじゃない？」などとそれぞれが発言する。

場面３：「やっぱり死んでるんだ…」６月上旬
・	園長からは、“この蝶はミイラのように硬くなって、羽や足が折れやすくなっている、
動かない、などの様子から、残念だけれどすでに死んでいること”、“生きているか調
べたい時には、ハァッと温かい息を吹きかけると調べられること”“鱗粉という蝶に
とって大事な粉は飛ぶために必要であること”“アリやカマキリは動いているものし
か食べないこと”“お墓に埋めても、土の中にアリやカマキリがやってくることはな
いこと”などを教えてもらった。

・	その後、チョウチョの亡骸を、そっと触ってみたり、ハァッと息を吹きかけ、「やっぱ
り死んでるんだ…」などとつぶやいたりする子どもがいた。中には、少し離れた所か
ら、不安そうにじっと見つめる子どももいた。担任は一人一人の様子に合わせて「そ
うだね、残念だけれど」と共感したり、じっと一緒に見つめたりしていった。

・	毎日降園時に保護者に
むけて、その日の保育
やこれからの展望につ
いて話している。蝶の
ことも少しずつ伝えて
きた。

・	答えを教えるのではな
く、子どもの発想を大
事にしながら家庭でも
共通の話題にして、子
どもとの生活をともに
つくっていくことを楽
しんでほしいことを伝
えた。

・	たくさん出てくる意見
を一度は受け止める。

・	全体に分かるように言
葉を補いながら、整理
していく。

・	今までの流れや子ども
たちの言葉を掲示し、
振り返るきっかけとな
るようにする。

・	一人一人の「死」の受け
止め方を見守ったり、
共感したりしていく。
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2章　「子どもの姿」に注目～視点をもって～

実践4　「急流すべりを成功させたい！」
 急流すべりを作り、作った船をゴールまで流そうとの思いをもった5歳児が、友達と考え合って、いくつ

もの”つまずき”を乗り越えて目的を達成する実践です。
 子どもが“したい”と、心が動くプロセスを丁寧に分析することで保育者の、次の援助や環境構成につ

なげています。そのプロセスには“つまずき”があり、船の素材、傾斜の作り方、水の流し方、水流カーブの作り
方など、友達と協力して、つまずきの原因を探り、試行錯誤して乗り越えていく過程で「科学する心」の育ちにつ
ながる大切な体験をしています。

奈良市立都跡こども園 ５歳児
心を動かす“もの” ・	子どもたちが、樋(とい)などを組み合わせたコースで水を流して

いた。水が勢いよく流れる様子に「急流すべりみたい」とのつぶや
きがきっかけとなり“急流すべり遊び”が始まった。傾斜のコース
を作り、作った船を置いた。水を流すが進まない船を見て、「いっ
ぱい流したら早く進むんじゃない？」と、大量の水を流すことを試
す。勢いよく流れる水を見て、歓声を上げて繰り返す。しかし、
船が横向いたり、はみ出したりしてコースから落ちる。「船が真っ
すぐ進んだら成功！」と、コースや船の試行錯誤が始まった。

場面１：船の研究中 …保育者 毎回遊び後にはクラスの話し合いで、共有した

・	「牛乳パックは水に強い」「紙は水に弱いけど、硬い紙（厚紙）は、大丈夫そう」と、予想する
が厚紙は濡れると柔らかくなった。「修理しよう」と、素材を選ぶ中で「水に濡れへんよう
に袋で包んだらいいやん」「水が入らないようにテープで止めよう」「コーティング船の完
成！」と、自信満々な表情で喜んでいた。

・	「あれ？全然進まない」「水が入ってる！中の船もフニャフニャ」と、袋の隙間から水が入
り、重たくて進まなかった。牛乳パックの船は、何度も挑戦しているうちに「水がしみ込
んで弱くなる」と、フニャフニャに…。Ⓣ「何がいいのかな」と、尋ねると「固い物ならで
きる」と言う。固い物は何かを学級で話し合ったことから、プラスチックや缶スチロール
の素材で作るようになった。
遊ぶ度に、船に付けていた素
材を外したり、付け加えたり
など何度も作り直していた。

場面２：曲がって進んで！ 急流すべり
・	Ａさん：「コースがこうやって曲がって行くようにしたい」と、身振りで知らせ、ビールケー
スを積み重ねてスタートの位置を決める。Ａさんは、すのこを選んで「（台を）階段みたい
にしなあかんねん」Ｂさん「斜めにするってことね」Ｃさん「じゃあ、次は２段ぐらいが丁
度いいんじゃない」と、傾斜になるようにすのこを置いた。すのこが重たかったので、Ⓣ
も一緒に持ち上げるなど必要に応じて援助する。Ａさん「こう曲がって行くから、もう
ちょっと斜め（向き）にしよう」と、すのこの位置を少し斜めにずらす。

・	幅広いすのこを選び、１段のビールケースに置いた。（図１）繋ぎ目の所で高低差ができ、
Ｂさん「（船が）落ちちゃうね」Ｃさん「少し高くしたいけど…ビールケースは大きすぎる
な」と、しばらく悩んだ。Ⓣ「他の物で台になる物はないかな？」と、一緒に周りを見渡す。

・	Ｃさん「これなら丁度良さそう」と、バケツを置いた（図２）。高低差が
少なくなり、アルミシートで傾斜になるようにする。さらに、すのこ
を繋げ、隙間から水が漏れないようにアルミシートやビニールを敷い
た。Ｄさん「水を流してみよう」と、水を流すと１つ目のカーブの繋ぎ
目から横に水が大量に漏れ、船も曲がらずに引っ掛かってしまった。

・	Ｃさん「大変だ！漏れてる！」Ｂさん「どうしよう」と、慌てている。
Ａさんは笑顔で両手を打ち「そうか！漏れないようにホースや」
と、ホースをカーブの壁になるように置いた。養生パネルを重ね
て曲がるように工夫したり、流す水の量を増やしたりして何度も
挑戦するが、カーブで船が曲がれずに引っ掛かったり、途中で止
まったりして、思うようにいかなかった。

船を作って
進ませたい

曲がるコースで
船を進ませたい

これならでき 
そう！（予想）

どうしよう 
（つまずき）

紙は濡れちゃう
（性質への気づき）

これでできる 
（高低差の微調整）

これで大丈夫！
（期待）

え？なんで？ 
（つまずき）

でも、水が入っちゃ
う（つまずき）

曲がって進ませたい

これならできる
（予想・確信）

これは？こうしよう
（工夫・思考）

船を進ませたい
（試行・改善）

なんでうまくいかな
いのかな（課題）

レジャーシー
ト・大きなビ 
ニール袋

色々なホース 大きさの違う
タライ

幅の違う 
すのこ

波板 高さの違う台

養生パネル

アルミシート 洗濯ばさみ
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場面３：まっすぐのコースにしよう 翌日も曲がるコースで、挑戦するが、実現できなかった

・	Ｃさんの提案でまっすぐのコースを作ることになる。ビールケースを３段重ね、滑らかに
傾斜していくが、最後の台が高く少し登り坂のコースになった。Ｃさん「流してみて」Ｅさ
ん「水はいっぱいにしよう」Ｆさん「満タンにしよう」と、タライに水を溜めて船と一緒に
流した。すると、養生パネルの所で横に水が漏れて、船が止まる。Ｃさん「やっぱり壁が
必要やな…」と、悩んでいる。Ⓣも傍で悩んでいる気持ちに寄り添う。Ｃさん「前にしたフー
プを使って壁にしよう」と、養生シートをフープに通す方法を試す。

・	Ｃさん「これで、いけそう」Ｅさん「水いっぱい流すよ！３、２、１、スター
ト！」と、水を流すと、横に漏れなくなり、勢いよく進んだが、登り坂の所
で引っ掛かって止まってしまう。Ｆさん「止まった！ここで、引っ掛かっ
てる」Ｅさん「もう１回してみよう」と、何度か試すが、最後で引っ掛かる。

・	Ｃさん「コースが上っているから、下りるようにしよう」と、台の高さを調
節し直した。すると、水と一緒にコースの最後まで勢いよく進んだ。Ｃさ
ん「よしっ！成功した」ＦさんとＧさんも「成功した」と、飛び跳ねて喜んだ。

場面4：やっぱり曲がるコースにしたい！
・	Ａさん「今日は、曲がるコースにしよう」Ｂさん「スタートは３段にしよう」Ｃさん「そうや
な」と、３段に重ねたビールケースに、徐々に傾斜になるように台の高さを調節していく。
すのこを持ったＡさん「Ｃ君も手伝って！ちょっと斜めにするねん」Ｃさん「このぐら
い？」Aさん「下に重ねなあかんねん」と、繋ぎ目で、すのこの重ね方や向きを調節する。
すのこが重たい為、Ⓣはさりげなく必要に応じて援助する。

・	Aさん「ここで曲がるようにしよう」と、手振りを交えて友達に伝え数人で幅が広いすの
こを、ほぼ横向きにして繋げる。すのこの隙間から水が漏れないようにビニール袋やレ
ジャーシートを敷き、コースの最後には養生パネルを繋げた。Bさん「１回流してみようか」
という提案に賛成し、数人でタライに水を溜めて流してみる。Cさん「ワァー！水が漏れ
てる」と、驚いた声を聞いて、みんなが幅広いすのこの前に集まる。

・	Bさん「本当だ…」Aさん「どうしようかな…」と、滴り落ちる水を眺める。Ⓣ「本当だ！漏
れてるね。どうしたらいいかな」と、共感し一緒に様子を見る。Cさん「ホースで止めよう」
と、以前Aさんが考えた方法を提案する。Bさんが張り切った様子でホースを持って来て、
みんなで水が漏れていた場所に壁になるように洗濯ばさみで止める。

・	コースのスタートに缶とプラスチックの容器で作った船を置く。Cさん「シートを真っす
ぐにしないと引っ掛かるねん」Dさん「水は、満タン必要だよ」Ｆさん「僕の船は缶ででき
てるから水に強いはず」と話し、今までの経験からの気づきや予想をする。満タンに溜め
たタライから水を流すと、船が勢いよく進み始めた。

・	ゴールに向かって身振りしながら願いを込めて「行けー !!」と、船を目で追う。Ⓣも一緒に
目で追いながら見守る。カーブのホースが壁となり、曲がって船が進んだ。Aさん「行っ
た行った！」と、手を叩いて声をあげる。先頭の缶の船が勢いよくゴールまで進んだ。

・	バンザイしたり飛び跳ねたりしながら「大成功―！」と、喜んだ。Ⓣ「すごーい！」と、拍手
しながら一緒に喜び「何で成功したんだろう」と問いかけた。みんなで、試行錯誤して成功
した要因を振り返る。Aさん「缶の方
が小さくて早く進んだ！小さい方が
いいってことかな」Dさん「水が満タ
ンだったから」Cさん「水が漏れない
ようにしたから」など、気づいたこと
や考えたことを話した。

［考察］ 急流すべりの実現に向かって、友達や保育者と一緒にコースや船を作ったり、試したりする中で疑問
やつまずきに出合い、達成感を味わうことで、“したい”思いが強くなっていく姿があった。その思いに合わ
せて、十分に試せるもの、素材があったことで	“そうだ！”“これならできそう”と心を動かし、目的に向かっ
て試行錯誤することができた。同じ目的に向かっていく友達と、様々に試せる環境とさりげなく見守り支え
る保育者の存在があったことで、“こうしたい”“してみせる”と思いを継続させて遊ぶことに繋がった。また、
４歳の時に、この砂場でダイナミックに遊ぶ５歳児の様子を身近で見ていたことも、子どもにとって魅力的
な環境となり、“したい”と心が動いた要因の一つだと考える。

まっすぐの 
コースでしたい

水で濡れない 
ようにしたい

やっぱり曲がる 
コースにしたい

そうだ！（経験を 
活かす）

これでできる！ 
（確信）

どうにかしたい 
（つまずき・根気）

よしっ！（達成感）

どうにかしないと！ 
（つまずき）

そうだ！（友達の考
えを取り入れる）

これでできる！ 
（経験を活かす）

成功させたい！ 
（予想）

お願い！進んで！ 
（願望）

やっと成功した！ 
（達成感・感動）

これで成功した！ 
（確認・自信）

どうしよう 
（つまずき）

絶対曲がらせたい 
（熱意）
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2章　「子どもの姿」に注目～視点をもって～

実践5　「どんなものがころがるのかな？」
 新しい環境になれ、園庭で探索を楽しみ始めた１歳児。見つけたもので、色水遊びや流し遊びを楽しむ中

で、不思議と出合ったり、発見をしたりする姿や探究心が芽生える瞬間に保育者が注目した実践です。
 １歳児が、身の回りの環境に関わる姿に注目し、保育者が、「不思議」「発見」「探究心」を視点にもって、

注視して子どもの姿を見つめ内面を見取っています。また、言葉で表現することの少ない場面でも表情や行動
に心を寄せ、子どもの視点に立った関わりや環境の工夫につなげています。

社会福祉法人長尾会 第２長尾保育園 １歳児
本園が考える「科学する心」＝「不思議・発見・探究心」について、子どもたちが、夢中

になって遊ぶ姿に注目した。さらに、乳児期は、一人一人を丁寧にその個性や感性を大
切に育むことを踏まえ、事例を書くにあたっては、「不思議・発見・探究心」を読み取り
やすいように、子どもたちがどういうことを不思議に思ったのか、どんなことを発見し
たのか、どのように探究しているのか、どのように探究していたのかを見取り、できる
限り文章で書くようにした。

不思議

発見

探求心

場面１：あれ？ 色が変わったよ
・	進級し新しい担任とも少しずつ愛着関係が育まれてきた頃、１歳児は、園庭では様々な自然物に触れる機会
や、生き物にも興味を示すようになってきていた。見つけた物を嬉しそうに保育者に見せる姿や、「これ何？」
「こんなのあった！」など簡単な言葉で見つけたことを一生懸命伝える姿が見られた。また、見つけた物を自
らカップ等に保管する姿が見られた。（４月下旬）

・	“自分だけの”という特別感をもった探索カバン（自分でシールを貼ったもの）に喜び、見つけた草花や実を大
事そうに集めている1歳児。ある日、園庭の梅の木の下で梅の実を見つけたＡさん、水の入ったペットボトル
を見つけて、早速、梅の実をペットボトル口に入れようとするも入らないことに気づいた。その後、保育者
が用意した用具に（まな板、包丁）興味を持ち梅の実を切り始める。

・	Aさんの遊ぶ姿から次第に他の子どもたちも真似をして同じ遊びが始まった。梅の実以外にも探索して見つ
けた花びらを入れることが大好きになっていた。梅の実や花びらを浮かばせて「綺麗」と浮かんでいる水面を
じっと観察する様子も見られた。また、色が付いたことで見立て遊びにも広がり、子ども同土でジュースと
して見立てていた。色への興味が感じられたので、梅の実や花びら以外にも、保育者は色を付けられる環境
を整えた。

・	食紅に興味をもった子どもが、少しずつ色の変化にも気づき始めた。保育者と一緒にペットボトルを振って、
その変化を見ていた。また、その様子を見ていた子どもたちは自らペットボトルを振り色の変化を楽しんだ。
また、色の付いた水をジュースに見立てて、簡単なジュース遊びや、友達や保育者にジュースを注ぐことに
遊びが変化していった。(6月初旬）

場面２：「色水遊びから流し遊びへ…」
・	色水遊びを通して色の変化を楽しんだり、ジュース遊びで友達にジュースを注ぐことを楽しんだりしていた
子どもたち。流す遊びにも興味を示してきたので、子どもの視点から環境を捉え、樋や透明の筒を用意した。

・	色水を樋や筒に流すことを楽しむ子ども、流れてくる色水を観察し色の変化に気づく子ども、子どもなりに
“なんでだろう…”と不思議に思う姿が見られた。

・	次第に、色水を流すことを楽しむことから、タライの中で混ざり合う色の変化を楽しむようになった。子ど
もなりに感じたことを言葉ではまだあまり表現できないが、表情やタライの中をじっと見つめる姿、繰り返
し試す姿など行動を通して不思議に思う気持ちが読み取れた。

どうなるん
だろう…

不思議
流すよ見ててね！
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場面３：「こんなものも流してみたい」
・	遊びを繰り返し楽しんでいた子どもたち、次第に色水を流すだけでは物足りなくなった。そこでスーパーボー
ルや草花など、色水と一緒に流すことができるような物を、子どもたちの目のつくところへと用意した。

・	それに気づいた子どもたちは、次々にスーパーボールや草花を流し始めた。水と一緒に流れる面白さを感じ
ていた。流すことを楽しむ子ども、流れてきたものを集める子どもなど一人一人遊び方は異なったが、興味
を示し活動に取り組んでいた。

・	Ｂさんは、身近にペットボトルのキャップがあることに気づき、流すことを楽しみ始めた。しかし、水と一
緒に流すと勢いよく流れていくことに対して、キャップ単体では上手く流れていかないことを不思議に思っ
ていた。その様子を見ていた保育者が、Ｂさんの様子を見守っていると、Ｂさんは、手でキャップを押して
転がし始めた。Ｂさんの姿から周りの子どもたちも真似て、同じようにペットボトルのキャップも流すこと
を楽しみ始めた。子どもたちは、繰り返し遊んでいた。(６月下旬)

次は何が

好奇心 探究心
スーパーボール
が流れてきた！

ペットボトルのキャップ
は流れるかなぁ？

場面４「どんな物が転がるのかなぁ…」
・	水遊びが始まり、子どもたちは、水風船や氷など夏ならではの感触にもたくさん触れて楽しんできた。以前
から流したり、転がしたりして遊ぶことが好きなクラスだったので、再度、樋や筒を出しておいた。すると
以前の経験を思い出した子どもが、水風船を転がし始めた。

・	さらに、ペットボトルを転がす子どもなど、子どもたちなりに“転がる物”を探し始める姿が見られた。Ｃさ
んは、他の子どもが、水風船を転がす様子を見た後、近くにあったペットボトルを筒の中へと入れ始めた。
水風船は勢いよく転がっていったにも関わらず、Ｃさんが入れたペットボトルは中々転がらないまま、ジッ
と見ていた。

・	不思議に思ったＢさんは手を筒の中へと入れペットボトルを押し出すように転がした。
・	過去の経験から子どもなりに転がる物、転がらない物を区別し身近にある物を探し始め、試行錯誤を繰り返
していた。自然と自分たちで遊びを作り出す姿が見られた。

転がるかなぁ？
試行錯誤

手で押し出したら
転がるかな？

疑問

あれ？どうし
て転がらない
のかなぁ…

［考察］ ・1歳児クラスでは探究心が1番多く見られた。その要因として考えられたのは保育者が、子どもの見
取りに添って環境を構成したことがあげられる。また、遊びの中に一緒に参加し、夢中になって遊びを繰
り返す子どもたちと一緒に発見したり、考えたり、子どもたちの「もっとこうしてみたい！」という探究心
が深まるように、側で受け止める言葉掛けを行ったことが考えられる。今後も、子どもたちの不思議・発見・
探究心を大切にしながら遊びにトキメキが感じられるような魅力的な環境を保障していきたいと思う。

・	場面４のように、自分たちで遊びをつくり出すことで、「ああしたらどうなるかな？」、「こうしたらどうな
るかな？」という探究心が芽生え、子どもたち同士で試行錯誤しながら遊ぶ姿につながることが分かった。
自ら“遊びをつくり出す”楽しさを子どもたちと共有していきたい。

☆保育者が夢中になる瞬間：ペットボトルに張った水の中に花びらや梅の実を入れ、ジュースとして見立て
て遊びが広がり、さらに保育者も一緒になって探索することを楽しみ、浮かぶ花びらや梅の実、色の変化を
一緒になって楽しめた時。子どもたちと簡単なジュース屋さんごっこを楽しんでいる時。筒の中に転がる
物を子どもたちと一緒に探している時。身近にある物で転がる物転がらない物を見つけ一緒になって探究
している時。保育者も子ども時代に戻ったような瞬間の感覚（夢中）を味わっている。子どもも保育者も夢
中になる体験が「科学する心」を育てることにつながる。
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2章　「子どもの姿」に注目～視点をもって～

実践6　「あこがれのカナヘビさん」
 あこがれのカナヘビを飼うこととなり、心臓の動きを実感し、生きていくためには生餌をあげなければい

けないことに直面する5歳児。葛藤や表現など多様な体験をして興味と愛着を深めていく実践です。
 子どもの心の動きを読み取り、今何が育っているか、その育ちに添った環境構成や保育者の援助につ

なげています。命のつながりで葛藤する子どもたちの思いに寄り添い、子ども同士が納得するまで考え合う姿
を大切にしています。生き物への愛着、感謝、表現など「科学する心」につながる豊かな体験が読み取れます。

姫路市立中寺幼稚園 ５歳児
4月下旬、小学校の校庭でカナヘビと出合った。今まで見たことがない生き物と出合い、しっぽの長さや素

早い動きなどその形や動きに心を動かされ、一気に興味が広がっていった。カナヘビの色や模様、しっぽの長
さなどの大きさを記憶しており、子どもたちの観察力に驚かされた。子どもたちは、カナヘビをどうやって見
つけようか考えたり、餌を調べたり、探したりしながら興味を深めていった。餌への興味から他の生き物への
興味も広がった。保育者は、虫眼鏡や図鑑など自分たちで調べられる環境を用意した。

場面1：「あこがれのカナヘビさん」

5月下旬のある日、Aさんが家でカナヘビを捕まえ、園にもってきた。みんな憧れのカナ
ヘビを目の前にして大興奮！飼育ケースの周りを取り囲み①「目がかわいい」「しっぽ長い
な」など特徴を観察しながら熱心にカナヘビの様子を眺めていた。「もっと詳しく見てみ
る？」と保育者が観察ケースを用意すると、観察ケースを覗いて
②Fさんが、「カナヘビの心臓ドクドク動いてる」と言った。
③	他の子どもも「ほんまや！動いてる」「生きてるってことやな」と共感していた。 
“カメックス”と名付け、学級で飼うことにした。

［考察］ 春から追い求めてきたカナヘビに出合い、子どもたちは大興奮で、食い入るように見ていた。虫眼鏡
や観察ケースでカナヘビを覗いた時に、肌の質感や目の大きさ、手の形など観察したが、子ども達の中で一
番印象に残っていたのは、心臓がドクドクと波打っている姿だった。以前バッタやダンゴムシなどの虫は虫
眼鏡で見たことがあったが、目で見て心臓が動いていると分かったのは初めてだったので、生きていること
を実感し、印象に残ったのだと思う。また、自分たちで名前を付けることで一層愛着が湧いてきたのだと思う。

場面２：好きな食べ物何やろ」

 カナヘビを捕まえてきた①Aさんが「カナヘビなんの虫食べるか分からへん」と
困っていた。以前図鑑で調べたので、カナヘビが食べる物は虫だと分かっている
が、どんな虫でも食べるのか、何が好きなのか、分からなかったので調べてみる
ことにした。しかし、調べてみるが図鑑にもネットにもあまり詳しく書いていな
かった。「一度カナヘビさんにあげてみたら？」と保育者が伝え、②実際にカナヘ
ビに様々な種類の虫を与えて食べる様子を見た。
まず、アリやミミズ、ダンゴムシなどをカナヘビに与えてみるが、全く反応せず

食べなかった。子どもたちは「あれ？アリ全然食べへんな。好きじゃないんかな？」と不思議そうに見ていたが、
③「じゃあ次は何あげてみよ？」とカナヘビの反応に興味津々だった。次にガをあげてみると、ピクっと顔を動
かして反応したが、食べはしなかった。
ある日、体育館から帰ってくる時にクモを見つけた。④「このクモ、カナヘビにあげてみよ！」と持って帰っ

てカナヘビに与えてみると、目の前でパクっと食べた。「カナヘビがクモ食べた！」と子どもたちは大喜びだっ
た。その後はカナヘビが食べてくれるのが嬉しくて、小虫を見つけては、カナヘビに与えようとする姿が見ら
れた。

［考察］ 子どもたちは、カナヘビが餌を食べない現実に直面して、最初は困っていた。しかし、まずは何でも
試してみたらよいことが分かると、自分たちで考え、試行錯誤しながらやってみようとする姿が見られるよ
うになった。なかなか食べる虫が特定できなかった分、カナヘビがクモを目の前で食べた時の喜びは大きかっ
た。

・・・心の動き

①気付き・発見  ②発見  ③伝達・共有

①疑問 ②試行・探求・調査 ③試行・反復・調査
④探求・広がり・深まり
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場面３：「カマキリの赤ちゃんどうしよう」

ある日、①Cさんが、カナヘビの餌にするためにクモを持ってきた。すると②Dさん
が「でも、クモさん食べたらかわいそう」と言った。その一言をきっかけに③クモを逃
がす派とエサにする派でクラスが真っ二つに割れ、最後は、見つけたCさんが決めた。
数日後、Aさんが戸外遊びの時にカマキリの赤ちゃんを見つけた。そして、①「発表

タイムでカマキリの赤ちゃんをエサにするかみんなで決めたい」と言ってきた。
④最初は、「育てて、大きくなったら食べたら？」など新しい意見が出たり、前回と

変わらず逃がす派とカナヘビのエサ派にほぼ同じメンバーで分かれたりしていたが、
「カマキリまだ赤ちゃんやで。お母さんおるやろうからかわいそう」「昨日もクモあげ
たやん。もうお腹いっぱいやで」など逃がす派の意見を聞いているうちに、「やっぱり
ぼく逃がす方にする」と意見が変わる子どもが出始めた。
逃がす派は多くなったが、まだ納得がいっていない子どもがいたので、最終的に今

回もカマキリを見つけたAさんに決めてもらうことになった。Aさんはカナヘビを最
初に捕まえ一番よく世話をしていたので、クモの話し合いでは、カナヘビのエサにし
たいと強く主張していた。⑤悩んだ結果、Aさんは逃がすことを選択し、初めてエサ
として捕まえた虫を逃がすことになった。そして、カナヘビのエサ派の子どももAさ
んの意見を聞き、素直に受け入れ納得していた。

［考察］ 一つ一つの命と向き合って、命の大切さを子どもたちなりに考えた。今回は、最初は意見が分かれた
が、友達の意見を聞いて自分の意見を変えることができる子どもが増えてきた。特にA児に関しては、事例
５の話し合いでは「カナヘビが死ぬのは絶対嫌や」とカナヘビのエサにしようと強く主張して譲らなかったの
で、教師は今回もカナヘビのエサにしたいのだろうと思っており、逃がす選択をしたことに驚いた。

場面４:「ありがとう。カナヘビさん」

７月に入り、急に暑くなってくるとカナヘビが立て続けに２匹死んでしまった。最初
は「寝てるだけちゃう？」と死んだことを認めたくない子どももいたが、①Fさんが「もう、
心臓ドクドクしてないで」と言ったことでカナヘビが死んでしまったことに気づき、悲し
んでいた。しかし、②エサを与えているのに食べずに死んでしまったことに疑問を覚え
た子どもたち。③みんなでなぜ死んでしまったのか考え合った。
「（エサが）クモじゃなかったからじゃない？」「でも、前はバッタも食べてたやん」「水が
少なかったんかなー？」「暑かったんかな」と様々な意見が出たが、④Dさんが「もう逃が
したげよ」と言った。不思議と反対意見が出ず、「うん」「逃がしたげよ」とみんなでカナヘ
ビを逃がすことに決めた。逃がす時になると、少し寂しがっている子どもがいたので、
「じゃあ、最後にカナヘビさんの絵描いてさよならする？」と保育者が言うと、Fさんが「う
ん！そしたら、絵見てカナヘビさん思い出せるもんな」と言い、他の子どもたちも同意し
てカナヘビの絵を描くことにした。
絵をかき始めると⑤「見て！みんなかいた！」と死んでしまったカナヘビも入れて描い

たAさん、カナヘビが好きなクモを一緒に描いたJさん、「舌を動かしてエサ食べてるとこ
ろ」とカナヘビの特徴を捉えて描いたBさんなど、それぞれ愛に溢れた絵を描いていた。

［考察］ 最初は大好きなカナヘビが死んでしまったことを認めたくない子どももいたが、F児の発言で、「最初
にカナヘビを虫眼鏡で見た時はドクドク動いていた心臓が、動かなくなっていること」に子どもたちは死を
実感した。立て続けに飼っていたカナヘビが死んでしまったことを悲しみ、疑問を覚えた子どもたちはD児
の発言をきっかけに、このままでいいのか、逃がしてあげた方がいいのではないかと考え始めた。自分たち
はもっと飼ってみたいが、カナヘビにとって良いのはどちらだろうか、とカナヘビの立場に立って考えるこ
とができるようになっていた。みんなの心が一つになり、逃がすことに反対する子どもがいなかったのだと
思う。また、最後に描いた絵は死んでしまったカナヘビも一緒に描いてあったり、いつもは少し絵が苦手な
子どもも丁寧に色が塗ってあったりして、カナヘビに対して感謝や愛情の思いが強く感じられた。

①伝達・共有 ②気付き・発見 ③伝達・共有・広がり・深まり
④反復・探求・共有・深まり ⑤深まり・納得

①気付き・発見 ②疑問 ③調査・探求・伝達・共有
④納得 ⑤気付き・伝達・広がり



24

３章 「環境の工夫」に注目～子どもの姿に寄り添って～
３章では、子どもたちの「科学する心」の育ちを支える「環境の工夫」に注目した実践をご紹介いたします。
「科学する心」を育む園では、保育者が子どもたち一人一人に寄り添い、満足するまで遊ぶための環境
や保育者の援助の工夫をしています。その工夫により、子どもたちが対象への興味を広げ、ものの特性
や法則を探ったり、事象や生き物の生態への探究を重ねたりしています。
地域の人々との交流や保護者の保育への参画や共有なども含めた、人的環境の工夫は、子どもたちの

体験を多様で豊かにし、出合った疑問や失敗を乗り越える姿にもつながっています。さらに、保育の可
視化の工夫により、子どもと園と保護者が、相互に保育を共有し、さらに明日への意欲を高めているこ
とが分かります。こうした、子どもの姿を基にした保育の見直しを繰り返していくことを通じた「環境
の工夫」により、子どもたちの「科学する心」は育まれ、保育の質の向上に結びついていきます。

ロケット作りで、自分たちの完成させたいイメージと結びつかな
いことが、子どもたちのやる気をさらに引き出した。目的が実現で
きるような環境（材料や素材）の工夫と共に、学級の共有の話題と
なっていくように、取り組みを模造紙に書き留めることにした（ド
キュメンテーション）。また、実際の写真や動画を見たり、本物に触
れたりする過程の中で、さらに興味は深まり、子どもたちは、失敗
を乗り越え、ロケットを飛ばしたい思いが強くなっていった。 P.26:つばさ保育園

例年、泥団子作りの仕上げの砂を保育者が出していた。本年度
の子どもの遊びの実態を全保育者で話し合うことで、「あえて仕
上げの砂を用意しない」環境の工夫をすることにした。子どもた
ちは、仕上げにいい砂を園内環境の様々な場所で試し、「ここで作
ると固くなる」「ここで作ると黒くなる」と、発見する。自分の目
指す泥団子になる仕上げの砂を「宝の砂」と呼び、より夢中になっ
て取り組んだ。	 P.28:南陽市立赤湯幼稚園

「お祭りで見たレインボーかき氷を作りたい」という目的をもった
子どもたち、絵の具シロップ何色かを一緒にかけた時、色の変化を
発見した。予想に反して色が混ざり合い「あれ？思うようにいかな
かったぞ？」と、新たな気づきがあった。保育者は、色が染み込みや
すい和紙を新たな材料として提示した。前回は気づけなかった混色
の法則への気づきやチャート表を作る姿につながった。 P.30:安城市立二本木保育園

普段から、「ばらぐみ会議」という、子ども同士、互いの経験や考え
を伝え合う学級の場を工夫している。学級で共有し、分からなかった
ことをみんなで考えたり、新たな興味・関心を得て遊びが広がったり
している。エコリサイクル教室という共通体験やペーパー作りを振
り返る中で新たな発想が出てきた。保育者は子どもの考えに寄り添
い、友達と考えを伝え合い、興味が共有できるようにしたいと考えた。 P.32:あおい幼稚園

「こんなところに影が！」という発見から、子どもたちの興味が広が
り、遊びが発展していった。子どもたちの発見やつぶやき、不思議に
感じたことを見逃さず、もっと知りたい・学びたい・やってみたいと
いう探究心を深められるような保育者の関わりや環境構成が大切だと
考え、子どもたちの考えがすぐ実現できるように、選べるように素材
や材料を身近に構成した。	 P.34:めずらこども園

興味が深まり、失敗を支える環境の工夫：実践7「ロケットを作って飛ばしたい」

子どもが探究する環境の工夫：実践8「泥団子を作ろう」

関わることで変化する面白さを追求する：実践９「レインボーかき氷を作りたい」

子ども同士の共有の場の工夫：実践10「リサイクルペーパーを作りたい」

探究を支える環境の工夫：実践11「影って面白い！」
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＊他の実践に見られる環境の工夫＊

作った船を、子どもが日々作り変えることで進
化していく過程を写真に収め、保育室内に掲示し
ておいた。自分の船の進化の様子を振り返ったり、
友達の船に興味をもったりして、さらに意欲を高
めたり、探究を深めたりする姿につながった。

6月6日朝 6月6日昼 6月7日

	 （関連事例P.12）

同じ遊びをしていても、一人一人の興味や試
したいこと、実現したい“ねがい”は違う。この
実態を考慮し、「作った船を浮かべたい」「より速
く進むようにしたい」「滑らせたい」それぞれのね
がいや試したいことが十分にできるよう２つの
プールの場を子どもたちと一緒に作った。

	 （関連事例P.12）

生き物の成長の様子と子どもたちの声を提示
した。いつでも見ることができるようにしてお
くことで、これまでの過程や気づきを振り返っ
たり、生き物の成長に期待したりする姿につな
がった。友達と振り返ったり、共有したりする
場にもなった。
	 （関連事例P.16）

「分かったこと、調べたことをみんなに知らせ
たい」との子どもたちの思いから、「しんぶん作
り」が始まった。他の学級や学年、保護者にも伝
わり、対象への興味・関心が広がった。

 
	 （関連事例P.32）

友達と工夫したり、試行錯誤したりして恐竜
作りをした5歳児が、活動を振り返った。話し合
いの内容を可視化したことで、課題が具体的に
なり、思い通りにならなかったことを失敗とと
らえず、「じゃあこうしよう」と、意欲につながっ
た。
	 （関連事例P.20）

収穫を過ぎたスナップエンドウなどをそのま
まにしておいた。例年は収穫が終わったら、片
付けてしまうが今回は、種の存在に気づいてほ
しく、あえてそのままにしておいた。保育者と
の対話から、「もしかして、種？」と考えたAさん。
「蒔いてみたらいいん
じゃない？」と、試すこ
とになった。
夏休みにAさんは、植

木鉢に芽が出ているこ
とに気づき「スナップ
エンドウの種だった！
葉っぱが同じだもの」と
喜んだ。

	 （関連事例P.14）

一人一人の取り組みの過程を可視化する 子どもの　“ねがい”の違いにより試せる場の工夫

子どもが　“振り返る”場 「みんなに知らせたい」共有の工夫

子ども同士の話し合いを可視化する なぜだろう？ もしかして？ に寄り添う環境

これから：（もっと恐竜らしくするに 
は？ ）・頭にこぶをつけたい、尻尾もも
う少し長くしたい、体にもっと新聞紙を
丸めてつけて増やす、足を太くする。
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3章　「環境の工夫」に注目～子どもの姿に寄り添って～

実践7　「ロケットを作って飛ばしたい」
 身近な素材でロケット作りを楽しむ5歳児が、本当に飛ばしたいとの思いを強くしました。ペットボトル

ロケットと出合い、失敗にめげずに試行錯誤を繰り返し、今までの経験を生かして目的を実現した実践です。
 保育者は、失敗しても諦めない子どもたちと共に探究し、ドキュメンテーションによる取り組みの可

視化、教育施設の活用など、様々な環境の工夫を重ねています。子どもたちが、ロケットを作ったり飛ばしたり
する過程での、「気づき」「発見」「探究」の姿には、「科学する心」	の育ちを読み取ることができます。

NPO法人東村山子育て支援ネットワークすずめ つばさ保育園
場面１：ロケット作りの始まり　１月下旬
Aさん：「これ！見て！」、Bさん：「一緒にロケットの設計図書いたの」
保育者：「本当！これはステキなロケットだね」
Cさん：「今、これを作ってるんだ」と、４人でイメージした１回目の
ロケットの設計図を見せる。Dさん：「これでできるかな」
Aさん：「空に飛ぶように作らないと」Eさん：「これじゃ飛ばないでしょ！」
Dさん：「先生！本物のロケットって金属でできてるよね？」
保育者：「あー。そうかも」Bさん：「図書館が開いてないから、パソコンで
調べて！」、保育者が、ロケット打ち上げの写真を見せると…
Dさん：「本物は大きい！」、Cさん:「もっと大きいのじゃないとダメだ！」

場面２：どうやったらうまくいく？　１月下旬
・	ロケット打ち上げの写真から、自分たちで作っているものよりもはるかに高さのあるもの
だと気づき段ボールで、ロケットを作ることに。

Aさん：「よし！今度は段ボールで挑戦！」Bさん：「これなら大きいロケットができる」
Cさん：「一つ一つつなげるようにグルッとガムテープを巻いて！」
Dさん：「こんな感じで平気？」Aさん：「オッケー」
しかし、積み重ねるごとに重さが出てダンボールが傾いてしまう。
Dさん：「あれー。ダメダメ！倒れちゃうー」
Bさん：「ちょっと！ちゃんと支えてよ！」Gさん：「支えてるよ！」
Dさん：「どれぐらい大きくするの？もう倒れちゃうー」
Aさん：「頑張って！みんなが入れるくらい大きくしなきゃ！」
Bさん：「でも、これじゃあ、うまく立たない」

場面３：実際に飛ばせるロケット作り　2月上旬
・	学級のみんなで話し合う。トイレットペーパー、ペットボトルのキャップ、紙コップなど
保育室にある素材で自分たちなりに工夫しながらロケット作りを始めると大人では考え
つかないようなものが次々できた。

・	ドキュメンテーションを見て、保護者から家での姿を伝えてもらうことも増え、家庭でも
一緒に考えたり楽しんだりの活動に発展してきた。ある日Yさんが、「テレビでペットボト
ルロケットを見たから絵に描いてきたの」と、みんなに発表した。そして、テレビと同じよ
うには作れなかったが、トイレットペーパーロケットを飛ばすロケット台を作って持って
来た。新たなロケットの誕生に心躍らす子どもたちだった。

・	自分たちで思い思いのロケットを作り上げ、何回か繰り返し飛ばしているうちに力の入れ具
合によって土台が不安定になり、うまく飛ばない子どもが出てきた。見守っていると、段ボー
ルに土台をくっ付け安定させ、さらに上に飛ぶことに気づく。やっていく中で、どうすれば
よりもっと飛ぶか！ に着目し、自分たちなりに工夫し遊びを発展させる姿が出てきた。

一つ一つの遊びが
じっくりと取り組
めるように環境を
構成している。
★子ども自身が落
ち着く場所を設定
して遊ぶことも多
くなってきている
ため、危険のない
ように見守る。

★ロケット作りが
継続して楽しめる
ように、場をつく
り、そこに、設計
図も飾るなど、や
る気がつながるよ
うに配慮する。

★今度は大きさに
焦点を当てて作り
始めたので、大き
めの段ボールを用
意する。手伝う友
達も出てきたので
見守る。

★学級で取り組め
る良い機会と考
え、「友達にもア
イデア聞いてみれ
ば」と提案した。

★エントランスに
活動の経過や写真
をドキュメンテー
ションとして、子
どもたちの声を模
造紙に記録し貼っ
ておく。

やった！
これならバッチリ

あれ？飛ぶけど
台が動いちゃうよー

面白そう！
やってみよう！ !

いくよ！！発射!ゴムがポイント
なんだよ

遠くまで飛ばすポイ
ントは、強くペット
ボトルを押すこと！
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場面４：ペットボトルロケット発射実験～大失敗から～　２月下旬
・	自分たちなりのロケット作りから、どんな力なら遠くまで飛ぶのか？に注目が集まるよう
になった。夏の遊びで盛り上がった水鉄砲遊びでの経験もロケット作りに生かされてい
た。そして、ロケットはゴムの力、水鉄砲は水の力…で飛ぶことが分かったが、本物のロ
ケットはどんな力で飛ぶのか？に自分たちで作ってきたからこそ関心が集まった。

・	子どもたちからいろんな考えが出てきたので、実際に映像や本を見て確認するようにし
た。また、以前Yさんが、テレビで見たというペットボトルロケットのセットを購入し、試
すことになった。

・	子どもたちと何回空気を入れるかを考える。「１０回！」
「１００回！」「５回！」など意見は様々。そこで、まず１０回入れてみ
たが全く動かなかった。次に３０回空気を入れることにした。水なし
で行なったことが大失敗に繋がった。がっかりの子どもたち。でも、
テレビでペットボトルロケットを見た子どもが「水を入れればもっと
飛ぶはず」と仲間に伝える姿があった。この大失敗の後、子どもたち
の希望により、「多摩六都科学館」に遠足に行った。

場面５：ペットボトルロケット発射実験２～３～水の量を試す～　3月下旬
・	2回目の発射実験、子どもたちは、喜びでワクワクしていた。材料のペットボトルが炭酸
用のものでしか利用できず、数が８本しか揃わなかったが、自分たちのことだから自分た
ちで考えようと、話し合いからグループができ、すぐにロケットを作り始めた。いよいよ
園庭での実験が始まった。

・	前回の反省を踏まえペットボトルには水を入れるグループが全
部。水の量は各グループによって様々。「（夏の）水かけ祭りの時
に水をたくさん入れた方が遠くまで飛んだから多く入れよう！」
「ちょっと怖いから最初は少しに」「空気だけでもいけるよ！」な
ど、仮説を立て水の量を調整する。

・	空気を入れる回数は…「30回！」「10回！」などとグループによっ
て数の差が出ていた。最初のグループが30回と言って空気を入
れ始めたが、ペットボトルに空気が入った段階で自然と飛び出す
ことが分かり、次のグループから回数は決めなかった。

・	ロケット発射実験が終わった後、Kさんが「みんなの見てたら、空
気を早く入れた方が早く膨らむと思うの。だからもう一回実験
したい！」と言ってきた。詳しく聞いて、本当かどうか？風船を
使って早速実験してみると、Kさんの予想は当たった。

・	その後、ドキュメンテーションを見て、友達同士で話し合った。
そして、実験の様子の記録を見ていた子どもたちは、「水をたく
さん入れたほうが遠くに飛んでる！！」と、気づいた。

・	翌日、3回目の発射実験を楽しんだ。

［考察］ 廃材遊びから始まったロケット作りは、子どもたちの興味の広がりと共に遊びが変化していった。自
分たちで遊びを作り出そうと試行錯誤する姿が見られるようになり、保育者自身も、一人一人の姿を認めじっ
くり待つようになった。子どもたちは失敗しても、またやってみよう！と挑戦することが面白く感じるよう
になってきて、自分の気づきを伝え、アイデアを出し合うなど対話が深まっていく場面が見られるようになっ
た。また、「本物に触れる」経験によって、宇宙の不思議さ、ロケットへの関心がさらに深まっていった。そ
して『ロケット』という一つのキーワードからそれぞれの興味の幅が広がっていく過程をドキュメンテーショ
ンで日々伝えることで保護者とのコミュニケーションが深まり、園と家庭とが一緒になって子どもたちの遊
びに惹き込まれ、共に楽しむことができた。子どもたちにとっては「遊びを通じた心の動き＝科学する心」全
てが必要な経験であるように思う。また、友達との関わり合いや子どもたち自身が考えること、そして保育
者が一つ一つ丁寧に寄り添っていくプロセスを「科学する心」を育む保育であると捉え、自らの遊びの中で「面
白そう！」「これってどういうこと？」「不思議！」「きれい！」と今、心が動いている瞬間をより多く味わえる
ようにしていきたいと考えた。

★安全を考慮し、
保育室よりも広い
公民館のホールで
試せる場を設定。
３、4歳児も見るこ
とができるような
場にする。

★保育者は、サ
ポートする形で子
どもたちの意見を
中心に進める。

★実験の様子を記
録した模造紙（作
り方、水や空気の
量、飛んだ距離を
書いたもの）を貼っ
ておいた。

★子どもたちの強
い思いを受け止
め、実際にロケッ
トを見たり触れた
りすることで、よ
り関心が深められ
る機会となるよう
にする。

ドキュメンテーション
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3章　「環境の工夫」に注目～子どもの姿に寄り添って～

実践8　「泥団子を作ろう！」
 手が汚れることを躊躇していた3歳児の子どもが、泥と出合い自ら触れる姿や、泥団子作りに熱中する４・

5歳児の子どもたちの遊びの姿から、「科学する心」の育ちを捉えた実践です。
 園独自の「科学する心を育てる」視点をキーワードに読み取った子どもの姿に添って、細やかな保育

者の援助がされています。また、友達との共有の場の工夫、可視化の工夫、じっくり取り組める時間の保障や自
由に追求できる場など、様々な環境の工夫が「科学する心」の育ちを支えています。泥仕上げの砂をあえて出さ
なかったことが子どもの思考や試行につながり、子ども自身が環境を活かす姿に成長しています。

南陽市立赤湯幼稚園 ３～５歳児
あそびあい・・・・「出会い」や友達との関わりにワクワクドキドキを感じ、夢中で遊び込む
かんがえあう・・・じっくり考え、試したり、友達と考えを出し合いながら、体験を重ねる
ゆたかなこころ・・物や人と関わり、感じた事を表現したり、目標に向かい粘り強く挑戦する

※“「科学する心を育てる」キーワード”として事例に照らし合わせる

場面1：「泥って気持ちいいな♪」　3歳児
・	4月、砂場に初めて入ったAさん。「ちょっと触ってみようかな。ウ
ワ…（汚れるのはちょっと…）」と、手が汚れることを躊躇している。
保育者はAさんの思いを汲み取り、側で触れて見せる。しばらく考
えていたがAさんは、『シャベルで触ってみよう！』とひらめき、道具
を持ち出し泥に入れる。４歳児が作った池で水と砂をクルクル混ぜ
たり、シャベルを持ち上げたりしながら、片付けまで黙々と遊んだ。

・	雨上がりの園庭に出てみると…
Aさんは、「あっ！ 水溜まり発見！！」と駆け出す。初めての泥との
出合いから、砂や泥にたっぷり触れて遊んだことで、手が汚れるこ
とへの躊躇はないようだ。園庭の真ん中の水たまりで黙々と手で
泥を集め二輪車に入れる。「泥って面白い！」

・	保育者や友達と一緒に安心し「やってみたい！」を試す。手が泥だ
らけも平気。子どもと保育者は、「うわ―、泥って温かいね（あっ
たかい）！」「どうして温かいんだろうね？」「お日様で温かいのか
な？」「泥ってべたべたするね！」などと感じたこと、考えたことを
伝え合う。一緒に楽しむ仲間が増える。

・	水溜まりの泥の感触を楽しむBさん。掌に載せ、さらに反対の掌に
載せることを何度も繰り返していた。「あっ！」と気づいたことを
言葉にする。「泥ってポタポタしてる！」さらに、「ペッタン、ペッ
タン…餅つきみたい！！」などと、自分の発見、感じたことをニコ
ニコと保育者に話しながら、見せる。
保育者は、「先生にもやらせて…本当だ！！」と思いを共有する。

・	数日後、園庭の水溜まりの跡に水を流し、泥を手で丸め始めたＡさ
ん。見ていたBさんも関心をもち一緒に泥を丸め始める。

・	保育者も泥を手に取り、一緒にやってみる。５歳児と交流し、見て
真似て「やってみよう！」とする。「できた！」と、掌サイズの泥団
子を嬉しそうにビニール袋に入れてもらい大切にしていた。

場面２：「ピカピカ光る泥団子作ろう！」　５歳児
・	「色つき泥団子を作りたい！」と取り組んでいた子どもたちだった
が、実現することはできなかったものの、今度は、「光る泥団子を作
りたい」との思いで、仕上げの砂を探し始めた。

・	いろいろな場所で泥団子を磨いて試してきた子どもたちだったが、
「しっくり」する砂に出会い、夢中でかけて磨いている。
Fさんが「みんな来てー！！僕も宝の砂見つけたよー！」と誘う。「ど
こー？！」とみんなで走り出す。Fさん「ここ（滑り台下）も宝の砂！
カチカチになる砂だよ」するとDさんは、「僕はここ（畑）が宝の砂！
ここで作ると黒くなるよ」と、それぞれ報告していた。

〇保育者の援助 ●環境構成

○	●興味をもち出した
Ａ児に「気持ちいい
よ」などと保育者も一
緒にやってみる。

○	黙々と夢中になるA児
を見守りながら、言葉
にならない思いを汲
み取る。砂や水、泥の
感触にたっぷり触れ、
楽しめるようにする。

○	「面白いね」と共感し
たり、Ａ児の思いをさ
らに引き出す声がけ
をしたりする。「もっ
と！」につなげるため
の工夫を考える。

〇	保育者も一緒に触り、
子どもの気付きをさ
らに引き出す声がけ
をし、思考する力を育
む。

●	○保育者は子どもの
気づきを一緒に体験
し、共感することか
ら、「もっと！」の意欲
につなぐ。

●	遊びのスペース確保
について、職員で話し
合い共通認識を図る。
決まりや約束を子ど
も自身が自分ごとと
して考え、園庭での
「やりたい！」を共有
できるようにする。

●	今年度、仕上げの砂は
置かない（思考・比較・
探究する力が育まれ
るのでは、と職員で共
有する）。

○	仕上げの砂に適した
場所を比較し、思考す
る姿を認め、共感す
る。

○	子どもの気づきや発
見を友達と教え合う
姿を認める。
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・	この日の降園前の発表タイムには、泥団子を作ったことを話したい
子どもたちがズラリと並び、「光りました」「壊れました。でも、ピ
カピカ光るきれいな泥団子を作りたいので、もう一回挑戦しまし
た！」など、わくわくドキドキの思いを一人一人が自分の言葉で話
した。

～「緑の布より青い布の方が光るよ」～
・	それぞれの場所で仕上げの砂をかけ、光る素が出るまでひたすら親
指で磨く。布で仕上げるタイミングを図り、いよいよ仕上げ！
Dさんは用意されている緑と青の２枚の布で磨き、どちらが光るか
を比較していた。「ウワッ！緑より青い布の方が光るよ」
保育者は、「どうして緑より青の方が光ったの？」と尋ねた。
Dさん「青い布の方が厚いから？ツルツルだからかな？」
とDさんになりに考えたことを話してくれた。青い布で磨き続ける
とどんどんツヤが出てきた。心揺り動かされたDさんから豊かな言
葉が次々に溢れ出した。「ウワッ！ こんなに光ってきた！」と言っ
て、さらに磨き続ける。「ピカピカになってきた！」「ウワー！！ま
じでピカピカ！！ 最高！！」

～「泥団子職人、現る！」～
・	「（布で）もう磨いてもいいかな？」「まだじゃない？」
「もうちょっと砂かけないとダメだよ。壊れる」「お父さん指（親指）
でいっぱい磨くとキラキラの素が出てくるからそれまでダメ」
Dさんは、「布は、緑の布の方がいい」Eさんは、「青い布の方が光る
よ。まじで光るよ」まるで泥団子作り職人のような会話。

・	自分が分かったこと、感じたことを教え合う。友達のアイデアやア
ドバイスを参考にしながら、さらに「自分のいいこと」を発見して
いる。みんなで「ピカピカ光るきれいな泥団子」を作るために。

～雨の日でも磨ける場所発見～
・	ある日、「先生、雨でも磨ける場所見つけた！」とEさんが呼びに来
る。「ほら、屋根があるから雨が降ってもここの砂は濡れない。屋
根があるから暑くないし」この発見は園全体に広がり、３歳児、４
歳児も一緒に磨くようになった。

～泥団子名人、誕生！～
Dさんは、「見て！」と、みんなに見せる。
子どもたちは、「ウワッ！光ってる！！」「Dちゃん、子どもの泥団
子名人だ！！」「できた！ ピカピカ光るきれいな泥団子！」と、Dさ
んの泥団子のきれいさに驚いたり、認めたりした。

［考察］ 3歳児：初めは手が汚れることを躊躇した子どもたちも、じっくり遊び込める時間と場を保障したこ
とにより自から土や泥、水に関わり「やってみたいな」から「やってみよう！」の心の変容を見取ることがで
きた。初めての園生活に「出会う」３歳児にとって、保育者や友達と安心できる信頼関係を築き、安心でき
る居場所（園・クラス・友達・保育者）を創ることの重要性を再確認できた。
３歳児は初めての『もの』との出会いに心が揺り動かされ「やってみたい！」と意欲がうまれる。保育者は子
どもの思いに寄り添い、触れる、感じる、考える体験をたっぷり楽しめる環境を大事にしたことから「科学
する心」が芽生え、育まれた。泥や水にたっぷり触れたことから泥団子への興味も高まった。

５歳児：日々の遊びの積み重ねや発表タイムがきっかけになり、実現したい泥団子作りのイメージが明確になっ
た。「ピカピカ光る、きれいな泥団子を作りたい」を実現するため、仕上げの砂を比較し、探究し、伝え合う中に、
主体的・対話的で深い学びにつながる「あそびあい、かんがえあう、ゆたかなこころ」の姿がみられた。

・	保育者は「やってみたい！」を実現しようとする過程や問題を解決しようと真剣に試行錯誤する姿に寄り添
い、支えた。心揺り動かされた瞬間の言葉や、学級での発表タイムから共に学び合い、遊びの質を高めてい
くことが、「科学する心」を育てると考える。

●	「みんなに教えたい！」
の意欲に応える、発表
タイムの場面をつく
る。

●	仕上げの布はこれま
での教材の工夫から
ジャージ素材のもの
を準備している。新
たに、色の違う（青）も
のを準備したが、微妙
に厚みや質感の違い
がある。

○	●比較し、感じた事を
伝える姿に応える。
「先生はどっちの布に
しようかな？」

●	○砂のかけ方やタイ
ミング、磨き方の工夫
をする姿を認めなが
ら、さらに「もっと！」
の意欲につながる遊
びの姿を支えていく。

〇	これまでの体験や知
識を生かして、雨でも
磨ける場所に気づい
た姿を認める。

〇	友達の完成を自分事
のように喜び合う子
どもたちの姿を受け
止めた。言葉や表情
の中に、これまでの頑
張りや、諦めずに粘り
強く挑戦したから育
まれた豊かな心、柔軟
な心を読み取り受け
止めた。



30

3章　「環境の工夫」に注目～子どもの姿に寄り添って～

実践9　「レインボーかき氷ができたよ！」
 色水をペーパータオルにかけてかき氷を作ることを考えた子どもたちが、混色の面白さから、色と色の組

み合わせに興味をもち、思い通りの色にしようと試したり、工夫したりする過程を捉えた実践です。
 保育者は、子どもたちの思いを受け止め、混色ができる色と色の組み合わせを試し、遊びの工夫を楽

しめるように環境づくりをしています。混色の発見、思う色にならなかった経験、異年齢の関わりもあり、混色
の法則を追求していく過程に「科学する心」につながる体験を読み取ることができます。

安城市立二本木保育園 4歳児5歳児
きっかけ：かき氷の壁面製作を作ったことから、色水のシロップを氷に見立てたペーパータ
オルにかけて、かき氷作りを日々楽しんでいた子どもたち。すると、地元で開催された祭りに
行った子どもが、屋台で売られていた『レインボーかき氷』を自分たちも作ってみたいと伝え
に来た。

場面1：「レインボーかき氷を作ってみたいんだ」　4歳児

A	さん：「お祭りの時にあった、レインボーかき氷作ってみ
たいんだけど、全部（色水のシロップ）かけていい？」
B	さん：「私も作りたい！虹みたいでかわいいもん」
C	さん：「私もやってみよっかなー」
D	さんは、3色のシロップをかけて「できた！」と、とても満
足そうに見る。
保育者：「すっごいおいしそう！素敵なかき氷ができたね」
A	さんは、完成したものを見つめ嬉しそうにするが、時間が
経つにつれ、下の方に溜まっているシロップが茶色になっ
ていることに気づく。「なんでここ、茶色なんだろう…？
でも、コーラとチョコレートみたい！」
C	さん：「私のかき氷は、オレンジになってる！」
保育者：「どこどこ？本当だ！なんでオレンジになったん
だろう…？」

C	さん：「赤と黄のところがオレンジになってた」
保育者：「Cちゃんすごい発見だね！赤と黄色でオレンジ
色ができたんだって」

・	その後、DさんとEさんもレインボーかき氷を作り出した。
D	さん：「先生、見てー。いろんな色があるよー」
保育者：「何色がある？」
D	さん、Eさん：「茶色にオレンジ、水色、緑、黄色、青」
・	自分の作った色の混ざり具合を見つけていく。
保育者：「すごいいっぱいの色ができたね。何でだろう？」
D	さん：「えー？分かんない」
B	さん：「ねぇねぇ先生、ここ黒くなった！ 青と黄色と赤が

混ざったからなんじゃない？ あっ！ 青をたくさんかけた
から黒くなったのかも」
保	育者：「青をたくさんかけると黒くなるんだ！不思議だ
ねぇー」

・	その後もいろいろな色の混ざり合う変化を楽しみながら
かき氷ごっこを進めていた。

４歳児を中心にかき氷屋さんごっこが盛んになり、そこに5歳児や３歳児も加わって一緒に楽しんでいた。
３，５歳児は初めてのかき氷作りだったため、シロップをかける面白さを存分に味わっていた。以前はペーパー
タオルを使ってのかき氷作りで色が染み込みにくく、茶色く混ざったものになってしまった。今回は色が染み
込みやすく鮮やかな色のかき氷が作れるように、保育者は和紙を用意しておいた。

かき氷をレインボーに
したい

思い

いろいろな色がある！

発見

新たな発見！
自分なりに考える

発見

すごい！！オレンジ色
になったことを伝えた
い

共感してほしい

何で、茶色になっちゃっ
ているんだろう…？

気づき

オレンジ色になった理
由が分かった！

気づき

〇	赤・青・黄の原色の色
水を準備し、自分でか
けられるようにはちみ
つのチューブに入れて
おく。

〇	周りの子どもにも知っ
てもらいたいな、みん
なのやりたい気持ちが
広がるように、周りの
子どもにも伝わるよう
に、気づきや発見を認
める。
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場面２：「レインボーかき氷ができたよ」　４・５歳児

・	子どもたちが集まって、自分が作ったかき氷を嬉しそうに
食べる真似をしている。

保育者：「かき氷、メロンの所もあるんだね。あれ？緑のシ
ロップなんてあった？」

Ｍさん（5）：「うん、あったよ！ (確認の為、シロップを見る)
あれ！？緑のシロップなんてなかった！どうしてだろう？」

Ｎさん（5）：「見て！オレンジ色もないのに、ここオレンジ
だよ」

Ｍさん（5）：「何でだろう…あっ！黄色と赤でオレンジになっ
たんだ！」

保育者：「そうかもね。確かめてみる？」
Ｍサン・Ｎさん（5）：「うん！やってみよう」
・	再度、和紙を使ってかき氷を作り、青の上に黄色のシロップ

を慎重にかけていく。周りの子どもも、真剣に見守っている。
Mさん（5）：「わ！黄緑になった、すごい！」
Nさん（5）：「私は赤と黄色！すごい！本当にオレンジになっ

た」
Ｋさん（４）：「すごい！面白いね。ここは赤と青で紫になっ

たよ！」
・	４・5歳児を中心に、一つのかき氷に少しずつシロップを
かけて、どんな色に変化するのかを楽しんでいた。その後、
混色の発見をみんなで共有できるように、保育者とみんな
で相談し、カラーチャートを作ることになる。

Nさん（5）：「青と黄色は黄緑と緑になってたよ」
・	「赤と青は紫」など口々に言いながらボードにカラー

チャート表ができ上った。
・	自分たちで作ったチャート表を見ながら何度も色の変化

を楽しんでいた。
Kさん（４）：「そういえばこの紙でやると茶色にならない」
保育者：「本当だ。この前レインボーかき氷作った時は、下

が混ざって茶色になっちゃったもんね」
Kさん（４）：「何でだろう？下も前みたいにベチャベチャに
なってないし、魔法の紙みたい！」

Yさん（4）：「うん、今日かき氷やってないみんなにも知らせよう」
Kさん（４）：「うん、うん！！」

［考察］ 場面１・A児が「お祭りで見たレインボーかき氷を作りたい」という思いから、今まで1色だけだった
絵の具シロップ何色かを一緒にかけた時、色の変化を発見することができた。いつもの遊びと体験を子ど
も自ら結び合わせ、「レインボーかき氷を再現したい」という好奇心からの行動であったと思う。

・	シロップに見立てた絵の具が紙にうまく染み込まず、予想に反して色が混ざり合って、“茶色になった”と
いう変化に「あれ？思うようにいかなかったぞ？」と、新たな気づきと発見があった。そこに色が変わる面
白さを感じることができたが、その理由を考え突き止めようとするまでは今回は至らなかった。しかし、
色が混ざる面白さを感じ、その変化を不思議に思い、なぜだか知りたくなったり、自分なりの答えを出そう
としたりする経験をたくさん重ねていくことで、子どもたちの中に、好奇心や探究心が育っていくのでは
ではないだろうか。

場面２・４歳児が、遊び込んでいた遊びに異年齢の子どもが加わったことや、色が染み込みやすい和紙を使っ
たことで、前回は気づけなかった混色の法則への気づきやチャート表を作る姿につながった。

・	保育者が、子どもの気づきを受け止め、分かったことを視覚的に共有できるようにしたことが、「なぜ？」と
不思議に思い、自分なりの予想を立てて再度試す姿につながった。分かったこと、経験したことで「面白い」
「すごい」と思うことを自分で「確かめたい」と思う気持ちが、好奇心、探究心となって膨らみ、「本当にでき
るのかを確かめる」ことで味わえた満足感は、また新たな発見や好奇心の芽生えとつながっていった。子ど
もが十分に試したり工夫したりできる環境の工夫と共に、自分で見つけたとことが認められたり、共有で
きたりする環境構成と援助が大切なのではないかと考える。

思い通りにできた

満足感

みんなに伝えたい

共有

どうしてできたんだろ
う？

気づき・探究心

私のも見て

伝えたい

やっぱり！

満足感

どうなるのかな？

期待・試す

ワクワク！楽しそう！

好奇心

私も同じだ！

共感・気づき

⑷…4歳児、⑸…5歳児

〇	赤黄青の３色のシロッ
プ、ペーパータオルに
加え、和紙も用意し、
紙の違いに気づいた
り、色の変化がより分
かりやすくなったりす
るようにした。
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3章　「環境の工夫」に注目～子どもの姿に寄り添って～

実践10　「リサイクルペーパーを作りたい」
 紙が生まれ変わることに興味をもった子どもたちが、新聞紙や牛乳パックから紙を作り出そうと、友達と

情報を伝え合ったり、考え合ったりして、試行錯誤して自分たちの紙を作り上げる実践です。     
 保育者は、子どもの体験を捉え、環境に図鑑などの情報を安易に設定せずに、現実体験を大切にし、

子ども同士の共有の場を作りながら、子どもたちの発想で活動が展開できるように環境を工夫し支えています。
特に、失敗を乗り越え、試行錯誤をも楽しむ過程に「科学する心」の育ちを読み取ることができます。

学校法人あおい学園　あおい幼稚園 ４歳児
きっかけ：以前から保育室には、「うまれかわる紙」というゴミ箱があり、子どもたちも分別していた。地域の
エコリサイクル教室に参加したことで、本当に「生まれ変わる」と知り、どのようにリサイクルされるのかに興
味をもった。Aさんから「やってみたいよね」の声があがり、Bさんが「明日やってみよう」と応えた。

場面１：トイレットペーパー工場ごっこ①～新聞紙を白く塗ろう～　1月下旬
・	朝から「新聞紙からトイレットペーパーを作る！」とAさんとBさんは張り切っていた。
Ａさんが、「うまれかわる紙」のゴミ箱から新聞紙を拾って開き、トイレットペーパー
の幅にハサミで切った。

Ｂ	さんは、「段ボールで芯を作る」と段ボール箱を切り取り丸めてテープで止めた。2人で
トレペ幅の新聞紙にハケで白絵の具を塗っていった。絵の具を塗った新聞紙を芯に巻
いた。乾いていない絵の具が貼り付いてトイレットペーパーのようにはめくれない。

Aさん：「くっ付いてめくれないな」  気づき   Bさん：「どうしようか」
Aさん：「はさみで切ろう」
・	巻いてくっ付いた端をハサミで切っていく。ハサミに濡れた新聞紙がくっ付いて切り

づらくめくれない。「うまくいかないな」「どうしようか」
＜保育者の思い・援助＞2人が必要と感じている用具が使えるよう一緒に環境を整え、納得できる
まで発想を試せるよう見守った。A児には友達と協同して遊ぶことの楽しさに共感した。

AさんとBさんの遊びを見て、他の数人も関心をもち寄ってきた。
Eさん：「面白そうだね」「一緒にやろう」
・	AさんとBさんのやっていることを真似て、一緒に新聞紙やチラシに繰り返し絵の具
を塗った。絵の具を塗りすぎて濡れた新聞紙がビリビリに破け、きれいに広がらなく
なった。

E	さん：「何回やってもグチャグチャになる。どうすればうまくいくの？」
チラシに白い絵の具を塗るが、何度塗っても絵の具は染み込まず、はじいた。

Fさん：「ツルツルしてうまく塗れないんだよ。なんで？」
保育者：「なんでかなぁ？どうすればうまくいくのかな？」

＜保育者の援助＞保育者は、仲間となって一緒に考え共感した。納得できるまで試せる場と時間を
確保し、学級全体で考え合える機会をつくった。うまくいかなかった原因も友達と考え合って取り
組めるような援助と、疑問を明確化した。

・	学級の会議で、友達に相談したところ、数日後家で、「新聞紙を濡らす、ちぎる、丸める、
巻く」方法を聞いてきた子どもたちがいた。

・	Dさんがリードして、これまでトイレットペーパー作りをしていた子どもたちと一緒に、
新しい工場ごっこが始まった。①新聞紙をちぎってバケツに水を入れこねる。
②水を絞り新聞紙の団子を作り乾かす③丸めた新聞紙の団子に白絵の具を塗り絞る。
「沢山作りたい」「もっと白くしたい」と①～③が数日続いた。
④白くなった新聞紙を平たく広げて乾かすと、乾いた新聞紙の塊を段ボールで作った
芯に巻こうとする。ボコボコしてトイレットペーパーのように巻けない。
「うまく芯に巻けないな」「もっとペシャンコにすればいいんじゃない？」
「ボコボコしているからできないんじゃない？」
保育者：「どうやったら巻けるのかな？」Dさん：「工場ではぐるぐる機械で巻くから
なぁ」Gさん：「機械じゃないとできないのかなあ」

＜保育者の思い・援助＞遊びが進むと子ども同士の伝え合いが多くなってきた。保育者は子ども
から生まれた疑問や発見を言葉で繰り返して明確化し、友達が分かりやすいように言い換えて援助
した。また、日々の学級の会議で話し合う場を作って遊びの情報や考えを共有し、新たな興味につ
ながるようにした。

試行

思考

気づき 探究心

熱中

興味・関心

疑問試行錯誤
追求

伝達

挑戦
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場面2：トイレットペーパー工場ごっこ➁～新聞紙をちぎって作ろう～　1月下旬
＜保育者の思い・援助＞この頃からリサイクルや紙の作り方に関する本を見られるように環境構
成した。安易に環境に絵本や図鑑などの情報を設定すると、子どもたちが情報を得て満足して体験
の深まらないことがあり、「科学する心」の育ちにつながらないことがあるように思う。子ども自ら
考え探究し、現実体験できる環境を設定し、図鑑などの情報はタイミングや内容を考慮し、子ども
たちの発想で遊びが進み膨らむよう援助した。

・	牛乳パックからも、紙が作れることを知って子どもたちは、試すことになった。早速、
牛乳パックをバケツの水に浸ける。遊びの仲間も増えた。3日後、水に浸けた牛乳パッ
ク片からフィルムを剥がし、出てきたパルプを小さくちぎって水に浸けた。

・	「文字が消えるわけじゃないんだね」「字が書いてない白い方にもフィルムがあるよ」
「しっかり水に浸かってなかった牛乳パックは剥がしづらいな」「牛乳パックの底は全
然フィルムが剥げないよ」などと会話しながら剥がすことを楽しんだ。

Lさん：「フィルムがうまく剥げると気分いい！」
Aさん：「フィルムを剥がしたらミキサーにかけてドロドロにするって書いてあるよ」
Cさん：「やってみよう」
・	ミキサーにたくさんのパルプを入れてスイッチを入れると、止まってしまった。
Kさん：「パルプが多すぎるとミキサーが止まっちゃうね」
Aさん：「もっと少なくしよう」  提案  Kさん「水をもっと入れた方がいいんじゃない？」
Lさん：「バナナジュースを作る時牛乳を入れるよね」
Kさん：「水を増やしたら、ミキサーがさっきより動くようになったね」	
・	紙作りの本を見てたKさんが、「このドロドロを入れる四角い枠（すき枠）みたいなのは
どうする？」と言うと、Bさんが、「100円ショップで売っている額縁みたいなのにネッ
トをかぶせるのはどう？先生100円ショップで買ってきてよ」と言った。

保育者：「でもさ、自分たちで何とか作れないかな？」
Aさん：「網は流しのゴミを入れるネットの袋は？」
B	さん：「牛乳パックの横を切って箱にするのがいいんじゃない？ そこにネットを載せ

るとできそう」
・	AさんBさんCさんが、牛乳パックを切り、箱型にしてごみネットを乗せて、上にパル
プを流し入れると、ネットがたわんでパルプがネットの端から逃げ、ネットの下の箱
に流れてしまった。

L	さん：「パルプがネットから出ないようにネットをテープで留めちゃえばいいんじゃ
ないかな」と言い、みんなで試してみる。
Mさん：「そうすると水が箱に入ったままになっちゃう。なんかうまくいかないなあ」
・	牛乳パックで作ったすき枠はパルプ水を流し入れても水が抜けず苦心していた。偶

然、ネットを乗せていたプラスチックかごをFさんがすき枠としてパルプを流し入れ
るとうまくいった。Fさん：「このカゴだとやりやすいね！」

Lさん：「ホントだ。こっちの方がうまくいくよ」
・	「面白そう。私もやりたい！」と周りの子どもたちが寄ってきた。
Lさん：「水はもっと絞った方がいいよ」
Aさん：「ネットにのせたまま乾かそう。そっち持って」
・	こうして、脱水したパルプはネットに乗せたまま乾かしておいた。14日ほど経ち、ま
だ寒く、パルプはなかなか乾かなかったが、1日に何度も紙が乾いたか調べていた。

Cさん：「もう乾いたよ。でき上がり！」Mさん：「すごい！本物の紙みたい」
・	この後、トイレットペーパーの芯でも、リサイクルペーパーを作ることができた。

［考察］ トイレットペーパー工場で、うまくいかない体験をし、その後、牛乳パックで作った紙ができ上がっ
た喜びは大きかった。友達と紙を作ろうとする中で、気づき、考え、心を動かし、主体的に試行錯誤する過程、
そこから広がった遊びも含めて満足感や達成感を味わい、その中に「科学する心」の育ちを見出せた。子ども、
保護者、幼稚園で遊びの内容を共有したことも子ども達の思考や意欲への作用があったように思う。みんな
で経験した「エコリサイクル教室」から子どもたち発想の紙工場ごっこへ、そこからの遊びの広がりや子ども
たちの気づきなどの心の動き、思考の共有から協同へ、それを支える環境と保育者の援助、それぞれが立体
的に関わり合って、「科学する心」の育ちへとつながった。

試行

気づき 比較

調べる 試行意欲

気づき

振り返り

発想

発想

提案

試行錯誤

喜び

興味

アドバイス

達成感
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3章　「環境の工夫」に注目～子どもの姿に寄り添って

実践11　「影って面白い！」
 保育室に映った影に興味をもった子どもたちが、影探しや影絵遊びを楽しむことで、光と影の関係に不思

議さを感じながら、探究を深め、影絵シアター作りへと展開していった実践です。
 初めは、一人の子どもの偶然の発見を、友達や保育者もみんなが興味をもって受け止めたことから、

その後の遊びへと展開しています。子どもたちが考えたことが、すぐに実現できる素材や用具が身近にある環
境の工夫により、子どもたちの、「科学する心」が揺り動かされて、協同的な遊びに体験が深まっています。

社会福祉法人芽豆羅の里　めずらこども園 5歳児

・「何これ︕」
・「影、またあった︕」

・「他にも影ができる場所
はあるかな︖」

・「もっと光がいるのか」

・「電気の付け方を変
えてみよう︕」

・ 「屋根の部分は画
用紙にしよう︕」

影絵遊びへの展開

遮るものがあった
影ができるね。

影の濃さが変わ
る︕画用紙でも暗
くなった︕

影は色も映るんだ︕
光が大きいと影が
はっきりしている︕

科学の本質︓
「影ってどうしてできる」

更なる遊びへの展開

・ペープサート
・影絵シアター

・普段よく見る
影やその時の
条件を思い出
す。調べる。

考えた結果…
「光と光をバリア
するものが必要」

⒜発見

⒝条件の変更

⒞探究心

＜きっかけ＞
・	戸外遊びから保育室へ戻ってくると、Ｅさんが
「何これ！凄い！」と大きな声を出した。その声
にほかの子どもも興味を示し、Ｅさんが指さす方
を見ると、(a)保育室の壁にモビールの影が映っ
ていた。はっきりと映っている影に、「すごー
い！」「きれい！」と驚きながらも感動していた。
モビールを動かすと影も動くという現象に、子ど
もたちの驚きはさらに大きくなっていった。

・	保育室の中でも、影が映っていることに疑問を抱
き始めた子どもたちは、光を探し、保育室中を見
まわし始めたＡさん。Bさんが影が消えたり映っ
たりすることに気づくと、Ａさんが、「分かった！
あれじゃない？ ここまで光が届くんよ！」と、道
路を挟んだ向かい側に止まっている車のフロン
トガラスに太陽の光が当たり、保育室まで光が反
射していることを発見した。保育者は、子どもた
ちの気づきを認め、一緒に発見を楽しんだ。

＜場面１：手作りの影絵シアターを作ろう＞
・	子どもたちの影探し、影絵遊びはしばらく続いていた。しかし、影絵遊びができ
るのは、戸外に出た時や室内でも影を見つけた時で、いつでも遊びたいと思った
時にすぐにできない。Cさんが「じゃあ、保育室にも影を作ればいいやん！」と大
きな声で学級中に提案した。他の子どもも賛成し、張り切っていた。

・	さっそく、保育室内や廊下にあるコーナーから段ボールを持ってきた子どもたち。
段ボール箱の横に丸い穴を開け、そこに懐中電灯を差してみた。保育室の電気を
消し、段ボールの蓋を閉めて暗くした状態で懐中電灯を付けると濃い影ができた。

・	Ｄさんは「見えるけど、狭いしみんなで遊べんやん…」とつぶやいた。
その言葉を聞き、どうしたらみんなで影遊びができるかを考え合った。
Ａさんが⒝「白い紙は電気が集まりやすいけん、段ボールじゃなくて紙に光を当
てたらいいんじゃない」と提案した。実際に試してみると、紙でも光が映るとい
うことが分かった。虫のペープサートを映してみると、その形の影もできた。

・	Ａさんの「みんなで虫の劇してみたいなー！」という意見にほかの子どもも賛成
し、次の日、学級で「ペープサート・話」「大きな影絵シアター」を作り始める。

・	ペープサートチームはどのような話にするのか話し合っていたが、まずは先に
ペープサートを作り、できたもので話を作ることになった。様々な虫や人、動物
の形に紙を切り、広告紙をクルクルと棒状にしたものを付けていく姿が見られた。

・	シアターチームは、昨日発見した　“段ボールでなく紙でも影が映る”ということを
参考に、もっと大きなシアターを作ることになった。どの材料を使い、どのよう
に作るか様々な意見を出し合っていたが、なかなかまとまらない。

・	Eさんの「紙にどんな風に作るか描いてみようや！」という提案により、完成イ
メージを紙に描き何が必要なのかを明確にできるように設計図を考えていった。
紙に描いていったことで、イメージの共有ができた。
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・	設計図をもとに、段ボールやガムテープ、紙などを使い大きな影絵シアター作り
に取り掛かった。それぞれ役割分担をして、意見を出し合いながら進めていく
子どもたち。悩みながらも、様々な方法で試した。段ボールに紙を付け、その上
に屋根用のダンボールを乗せると重さに耐えきれず紙がつぶれてしまった。（ｂ）
紙がつぶれず、屋根を乗せられる方法はないかを考えていると、Ａさんが紙芝居
の舞台を屋根の支えにすることを思いついた。試してみると、紙がつぶれること
なく屋根を乗せることに成功した。

・	他の活動を終え、保育室に戻ってみるとさっき完成したはずのシアターの屋根が
倒れ、壊れていた。しかし、Fさんが、「１回、屋根がないやつでやってみよう！」
と提案し、保育室を暗くして影絵シアターの劇をした。

・	実際にしてみると、沢山映ると思っていたはずの影だったが、少ししか見えな
かった。子どもたちも、「すごい！できた！」と喜ぶ半面、「少ししか見えんね…」
と残念な表情になっていった。

＜影絵シアターを直そう＞
・	そこで、（C）“なぜ少ししか映らなかったのか”“何が足りないのか”を話し合う
と「やっぱり屋根があった方が暗くなるから屋根が必要」「光が少しだったので、
もっと大きな光が必要」「光が大きい方が影がはっきりと見えるのではないか」な
どという意見が出てきた。・翌日、（ｂ）壊れた原因を探し、試行錯誤しながら影
絵シアターの補強作業を行った。屋根に使用した段ボールは重たすぎるのでもっ
と軽いもので屋根ができないか考えていくとGさんが「画用紙とか？ 暗い色やっ
たら、暗くなるんやない？」と提案した。そこで、（ｂ）屋根の部分は段ボールの
代わりに画用紙を使った。他にも、段ボールと紙をしっかり付ける、ガムテープ
を使い強度を高める、シアターが倒れないように支えになるものを探すなどし
た。

・	子どもたちは、壊れないシアターを作るためにはどうしたらいいか、たくさん考
えようやく完成した。そして、自分たちで考えた“虫の話”の劇を演じて楽しみ、
お客さん役の子どもたちからも「面白い」「凄い」と言われた。完成した時の、表
情は達成感に満ちており、「楽しかった！」と何人もの子どもがつぶやいていた。

・	影絵シアターを楽しんでいると、４歳児が興味をもって見ていた。中へ誘ってみ
ると、近くにいたＳさん・Ｍさんも興味を示し、一緒に入った。「どうして教室
が暗いの？」というＳくんの質問にGさんは「影絵で遊んでるの。一緒に見る？」
と誘い、影絵シアターを見せることにした。Ｓさんは「凄かった！ なんで紙に影
が映るん？」と疑問を抱いていた。すると、Ａさんは、「光を当てて、ペープサー
トのやつを出したら光が紙に届かんくなって影が出来るんよ。こうやって、光る
ところに手を当てたら、下に手の影ができるやろ？」と言いながら、分かりやす
いように懐中電灯と手を使い、影ができる仕組みを優しく教える姿が見られた。

［考察］ ・子どもたちは、「影絵シアターを作る」という一つの目標に向かい、試行錯誤しながら考えた。活動
の中で、イメージしたものを形にしていく難しさや失敗しても原因を探し次はどうすればよいかを考え、
粘り強く最後まで諦めないで取り組む大切さなどを実感していたのではないかと考える。また、自分の意
見を言いながらも相手の意見を受け入れる大切さも感じていた。

・	一人では思いつかないことでも、友達と意見を交換すると様々なアイデアが浮かんでいた。試行錯誤しな
がら、友達と協力する楽しさも味わえたと思われる。ぺープサートやストーリーも自分たちで作り、役に
なりきって演じたものが、他の友達に「面白い」「凄い」と感想を言われ、受け入れられた嬉しさもあったと
考える。また、年下の子どもの質問にも自信をもって答える姿も見られた。遊びの中で学んだことを自分
なりに理解し、「他の人にも教えたい！」「こんな発見をしたんだよ！」という気持ちが、自信につながった。

・	気づきや意見を伝え合ったり、試行錯誤をしたりと、友達と協働している探究によって、科学の本質に迫る
体験を深めている。活動を展開する中で興味の幅も広がり、様々な遊びにつながった。

・	初めは「こんなところに影が！」という発見から子どもたちの遊びが発展していく姿を見て、子どもたちの
発見やつぶやき、不思議に感じたことを見逃さず、もっと知りたい・学びたい・やってみたいという探究
心を深められるような関わりや環境構成が大切だと考える。
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保護者・地域との連携の工夫
 初めは、一人の子どもの偶然の発見を、友達や保育者もみんなが興味をもって受け止めたことから、

その後の遊びへと展開しています。子どもたちが考えたことが、すぐに実現できる素材や用具が身近にある環
境の工夫により、子どもたちの、「科学する心」が揺り動かされて、協同的な遊びに体験が深まっています。

様々な素材を使ってロケット作りを楽しみ、ペッ
トボトルロケット実験の大失敗から、「ロケットは
どうしたら飛ぶか？ちゃんと確かめる」との強い
思いになった子どもたち。実際に見たり触れたり
することで、より興味が深められればと願い科学
館へ遠足に行った。『知りたい！』『どうなっている
の？』と感じた時の不思議さ、驚き、感動は、子ど
もたちの世界を広げるのだと感じた。本物に触れ
る大切さを改めて感じた。

	 （関連事例P.26：つばさ保育園）

5歳児が、“登り屋根”という遊具を建て替えてく
ださった木工房の職人さんにあこがれ、木工でオ
リジナルの遊具を作ることになった。本物に触れ
て作る中で“より本物らしく作りたい”との思いが
強くなり、友達と協働し、自分たちだけの遊具を作
るために試行錯誤して作る姿につながった。また、
職人さんに子どもたちの
様子や制作状況を相談
し、アドバイスをもらっ
たことによって、子ども
たちは、より意欲をもち、
根気強く完成するまで取
り組んだ。

	 （関連事例P.18：奈良市立都跡こども園）

「ソラマメのへその緒」や「図鑑にのっていないボ
ウフラ」など、子どもたちの疑問に、小学校の理科
の先生から、答えてもらう場を作った。事前に、子
どもの着眼点の面白さや気づきについての話を共
有し、子どもに分かり易く話してもらうように、な
ど打ち合わせた。子どもの質問に答えてもらう形
にすることで、「知りたい」という欲求に知識とし
て答えてもらう場となり、子どもたちは、ますます
対象への興味を深めていった。

	 （関連事例P.14：福島大学附属幼稚園）

「何を感じ、学ぼうとしているか」を読み取り、子
どもの遊びからの学びを可視化する。見て・感じ、
「やってみたい！」意欲や、新しい知識との出合い
から、遊びが深まり、思考力が育まれる。保護者も
見てくださり、子どもの発見や気づき、園での笑顔
に触れていただくことは、園と家庭のコミュニケー
シ ョ ン、
安心感に
もつなが
ると感じ
ている。

	 （関連事例P.28：南陽市立赤湯幼稚園）

子どもたちの園での様子をHPなどで積極的に発信すると
共に、植物や生き物の成長過程は、保護者も見ることができ
る場に展示してきた。それをきっかけに、家庭での会話が増
えた。子どもが発見や気づきを発表する機会をつくったこと
もきっかけとなり、保護者と登降園時に花や昆虫を一緒に探
す姿が増えた。保護者も自分から発信したことが子どもたち
の興味につながり、園の保育への参加意識が高まった。子ど
もたちが分からないことを家庭で調べてきてくれたり、保育
者が初めて体験するバケツ稲の育て方を祖父に聞いて教えて
くれたりなどと、様々なバックアップを得ることができた。

	 （関連事例P.22：姫路市立中寺幼稚園）

経過を知らせる
掲示

本物に触れる～興味に応える環境～ あこがれの地域の専門家との関わり

小学校の先生との連携の工夫 保育を共有～ドキュメンテーション～

園から家庭、そして園へ
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ワークすずめ	つばさ保育園
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学校法人あおい学園
あおい幼稚園
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京都市立中京もえぎ幼稚園 604-0883 京都府京都市中京区間之町通竹
屋町下る楠町601-1

米村 洋子 075-254-8441 075-254-8448 160

社会福祉法人長尾会
第２長尾保育園

573-0161 大阪府枚方市長尾北町3-2-1 岡山 智久子 072-857-0234 072-857-0027 144

姫路市立中寺幼稚園 679-2164 兵庫県姫路市香寺町中寺231 石川 美保 079-232-0354 079-232-0354 26

幼保連携型認定こども園
奈良市立都跡こども園

630-8014 奈良県奈良市四条大路5-2-55 山中 理恵子 0742-33-5661 0742-33-5661 155

社会福祉法人芽豆羅の里	幼保連携
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※ご応募いただいた時点の情報です

具体的な保育の事例を「キーワード」や「カテゴリ」から検索できます。
日々の保育のヒントにぜひお役立てください。

https://www.sony-ef.or.jp/preschool/
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秋田喜代美先生、神長美津子先生、掲載園の先生方をはじめ、
多くの方にご協力いただきました。心より感謝申し上げます。
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科学する心を育てる
～豊かな感性と創造性の芽生えを育む～

■ 主旨
 子どもたちが自ら人や自然、もの、出来事と様々にかかわる暮らしの中で、豊かな感性が育まれ、
 主体的に遊ぶ楽しさ、学ぶ楽しさを味わう体験を通して創造性の芽生えが育まれる保育を実践する。

■ 「科学する心」

○　すごい！ふしぎ！と身の回りの出来事に驚き、感動し、想像する心

○　自然に親しみ、自然の不思議さや美しさに驚き、感動する心

○　動植物に親しみ、様々な命の大切さに気付き、命と共生し、人や自然を大切にする心

○　 暮らしの中で人、もの、出来事と意欲的にかかわり、ものを大切にする心、感謝する心や 
思いやりの心

○　遊び、学び、共に生きる喜びを味わう心

○　好奇心や考える心、その心の動きから生まれる創造性や分かった時の喜びを味わう心

○　自分の思いや考えを表現し、考え・つくり出していく楽しさの体験や、やり遂げる心




